
１ 会  議  名 決算特別委員会 

 

２ 日    時 平成２８年１０月６日（木）     １０時００分開会 

                   １５時３９分散会 

 

３ 場    所 議場 

 

４ 出 席 委 員 牟田学委員長、西田数市副委員長、白石純一委員、 

 渡辺久治委員、竹原信一委員、仮屋園一徳委員、 

竹原恵美委員、野畑直委員、中面幸人委員、 

大田重男委員、濵﨑國治委員、山田勝委員、 

岩﨑健二委員 

 

５ 欠 席 委 員  濵田洋一委員 

 

６ 事 務 局 職 員 議事係長 東 岳也、議事係 大漉 昭裕 

 

７ 説 明 員  ・教育総務課 

 課  長 小中 茂信 君  課長補佐 牛濵 睦郎 君 

 係  長 尾上 国男 君 

・学校教育課 

 課  長 久保 正昭 君  課長補佐 小田原 真 君 

 係  長 鎌田 広文 君   

・学校給食センター 

          所長（兼）小中 茂信 君  所長補佐 前田 武三 君 

・生涯学習課 

 課  長 中野 貴文 君  課長補佐 平田寿美子 君 

 係  長 松永  貢 君 

・商工観光課 

 課  長 堂之下浩子 君  課長補佐 薗畑 雄二 君 

 課長補佐 宮本 裕二 君 

・都市建設課 

 課  長 冨吉 良次 君  課長補佐 松田 高明 君 

課長補佐 宮本 裕二 君  係  長 中園  修 君 

係  長 大野 洋一 君  係  長 下澤 克宏 君 

係  長 松木 勝徳 君               

・スポーツ推進課 

 課  長 堂之下 力 君  課長補佐 柳原 一夫 君 

・水道課 

 課  長 中野 正市 君  課長補佐 福永 典明 君 

 課長補佐 濵﨑 久朗 君  係  長 田原 勝矢 君 

  

８ 会議に付した事件 

・認定第１号 平成２７年度阿久根市歳入歳出決算認定について



 

（一般会計） 

・認定第３号 平成２７年度阿久根市歳入歳出決算認定について

（簡易水道特別会計） 

・認定第７号 平成２７年度阿久根市水道事業会計の決算の認定に

ついて 

  

９ 議事の経過概要 別紙のとおり 
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決算特別委員会  １０月６日（木）              開 会 １０時００分 

 

審査の経過概要 

 

牟田学委員長 

おはようございます。昨日に引き続き、決算特別委員会を開催いたします。初めに、濵田

洋一委員から、きょう、あすの欠席届の提出がありましたので皆様に報告いたします。また、

昨日の総務課、認定第４号、交通災害共済特別会計の審査中、答弁の訂正の申し出がありま

した。また、水産林務課から資料の提出がありましたので、それぞれお手元に配付をしてあ

ります。なお、昨日の質疑に関し、健康増進課長から発言の申し入れがありましたのでこれ

を許可いたします。 

児玉健康増進課長 

おはようございます。昨日の認定第２号の審査の中で、竹原信一委員の統合失調症に係る

薬代についての質疑につきまして、検討したいということで答弁をいたしましたが、原課の

ほう、うちの係のほうで確認をしたところ、現在のシステム上、薬代だけを分離することは

難しい、できないということで具体的な数字をお示しできないということでありますので報

告いたします。以上であります。 

牟田学委員長 

  はい、それでは、竹原信一委員、資料請求の件を。 

  [発言する者あり] 

  竹原委員はいいですか、今の。 

竹原信一委員 

  はい、わかりました。 

山田勝委員 

  財政課はですね、あしたなんですが、あしたんことあした言ったって間に合わんと思いま

すので、きょうのうちにですね、資料の請求をしておきたいんですが、これは、昨年私が消

耗品費をですね、消耗品費を購入する際に実態のない会社から去年買っていると、そういう

ことではよくないと、阿久根にちゃんとした事業所を持って、店を持ってしているところか

ら買うように、来年も聞きますよという話をば、しましたから、その資料を提出させてくだ

さい。 

牟田学委員長 

  今の件に関して、ほかの委員の方の御意見はありませんか。 

  [「なし」と呼ぶ者あり] 

  なければこちらのほうで請求したいと思います。 

仮屋園一徳委員 

 主要事業の成果説明書のですね、２３ページ、５款２項１目、シルバー人材センターので

すね、就業状況について、資料の、その場でわからないということで、資料をいただいたん

ですけど、確かに私は就業日数の多いのと少ないのというふうにお願いをしたんですけど、

結果を見てですね、ゼロと２７６なんですよ、この内容について、もう少し詳しくできれば

請求をして欲しいと、何でかって言ったら、この日数だけ書いてあるもんですから、この結

果によって、内容的にどうなっているのかも聞かないと内容がほとんどわからないというこ

とで、今現在、就業人数は年間を通しての就業者数は幾らなんだ、登録者数は幾らなのか、

そしてゼロだったら、ゼロが何人ぐらいいるのか、年間２７６日というのはほとんど、月に

２３日ですので、ほとんど毎日なんですけど、こういう人が何人いるのか、その辺の内容が

わかるのを資料請求して欲しいと思うんですけど。 

牟田学委員長 

  はい、今の件に関して、ほかの委員は。 
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  [「なし」と呼ぶ者あり] 

  ないですか。ではそのように内容をもうちょっと詳しくですね、含めた資料を、請求をい

たします。ほかにありませんか。 

  [「なし」と呼ぶ者あり] 

  （学校給食センター、教育総務課、学校教育課入室） 

 

○認定第１号 平成２７年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 

牟田学委員長 

  次に、認定第１号中、学校給食センター、教育総務課、学校教育課所管の事項について審

査に入ります。課長の説明を求めます。 

小中教育総務課長 

それでは、教育総務課及び学校教育課並びに学校給食センターが所管する分について御説

明いたします。まず初めに、新規事業や改良を加えた点、事業執行による行政効果等につい

て説明いたします。平成２７年度は、阿久根市民交流センター設計業務について、基本設計

及び実施設計業務を進めてきましたが、建設費の高騰や補助金の削減などから、実施設計の

見直しを行うこととし、平成２７年第３回定例会で債務負担行為の変更を承認いただき、契

約の履行期限を平成２８年９月３０日まで延長し、設計業務を実施しております。学校施設

の１００万円以上の工事としまして、小学校では、大川小学校講堂天井落下防止対策工事初

め合計５件の事業を行い、中学校では、阿久根中学校武道館床改修工事を実施し、学校施設

の環境整備に努めております。また、平成２７年４月１日に施行された地方教育行政の組織

及び運営に関する法律の一部を改正する法律に基づき、教育の振興に関する施策の大綱を策

定し、あわせて、施策の大綱を推進するための基本的な計画として教育振興基本計画を策定

しました。学校教育課では、いじめ防止対策推進法に基づき、いじめ問題対策委員会と、い

じめ問題対策連絡協議会の２つを設置しました。いじめ問題対策委員会は、弁護士や大学教

授、医師、臨床心理士、スクールソーシャルワーカー等の専門的な知識を有する方々を委員

として構成しており、いじめ防止に向けた調査や研究、対策を検討するための審議等を行い

ます。また、いじめに関する重大事案が発生した場合は、その調査機関となります。いじめ

問題対策連絡協議会は、学校、阿久根警察署、区長会などの市内各組織の代表者で構成され

ており、市内におけるいじめの実態などの情報を共有しながら、それぞれの立場でいじめの

問題に対応していただくことを目的としています。また、学校給食センターでは、金属検出

機を新たに設置し、搬入された食材の検査を行い、学校給食の安全性向上に努めております。 

それでは、次に決算内容について、歳出から主なものについて説明いたします。事項別明

細書２６ページ、決算に関する説明書３１ページをお開きお願いいたします。２款１項１８

目、市民交流施設建設費は、予算現額３，６６８万９千円に対し、支出済額３，６０２万５，

５４７円で、９８．２％の執行率であります。主なものとしまして、１３節委託料３，５８

６万３，２００円は、阿久根市民交流センター設計業務の実施設計に係る委託料の当該年度

の支払額であります。事項別明細書５９ページ、決算に関する説明書５６ページをお開き願

います。１０款教育費、１項１目教育委員会費は、予算現額２３５万９千円に対し、支出済

額２２３万９，２２０円で、９４．９％の執行率であり、事項別明細書は６０ページになり

ますが、１節報酬２１２万６，４００円の教育委員報酬が主なものであります。２目事務局

費は、予算現額１億１，１６１万９千円に対し、支出済額１億８８６万８，８６９円で、９

７．５％の執行率であります。２節給料から４節共済費までの支出済額は、教育長と職員９

名分の人件費であります。８節報償費１４５万７，０３４円は、就学相談やスクールガード

リーダー等の謝金が主であります。１９節負担金補助及び交付金３，６３５万８，６１３円

は、県教育委員会派遣職員４名分の負担金のほか協議会などへの負担金が主なものでありま

す。決算に関する説明書は、５７ページになります。３目教職員住宅費は、予算現額２５７

万８千円に対し支出済額２１２万１，９１６円で、執行率が８２．３％であります。１１節
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需用費１０２万１，１２０円は、教職員住宅に係る修繕料であります。１７節公有財産購入

費３０万７，８００円は、教職員住宅の洗面台やボイラーなどの取替が主なものであります。 

事項別明細書は、６１ページになります。４目教育指導費は、予算現額４７５万７千円に対

し、支出済額４６６万２１２円で９８ ．０％の執行率であります。１節報酬３８９万５，

０８０円は、ＡＬＴ１名の報酬であります。次に、１０款２項小学校費、１目学校管理費は、

予算現額１億２，３９９万９千円に対し、支出済額１億１，９１５万１，８８７円で、９６．

１％の執行率であります。１節報酬１，６２４万９，４５０円は、学校図書嘱託員６名と建

築技能嘱託員１人８カ月分、学校医８名等の報酬であります。７節賃金１，３５５万９，４

００円は、学校用務員臨時職員９人分の賃金であります。１１節需用費２，６７４万７，８

９２円は、各小学校に配分しました学校消耗品や電気水道料の光熱水費のほか、校舎等修繕

料が主であります。１２節役務費２８３万７２５円は、各小学校に配分しました役務費のほ

か、学校災害賠償保障保険料及び建物総合損害共済基金分担金が主なものであります。１３

節委託料１，１３０万８，３２５円は、市内小学校の警備業務、浄化槽管理業務、樹木伐採

業務などの維持管理業務のほか、大川小学校講堂天井落下防止対策工事設計業務が主なもの

であります。決算に関する説明書は、５８ページになります。１５節工事請負費２，９８０

万８千円は、補助事業として大川小学校講堂天井落下防止対策工事、単独事業としまして阿

久根小学校ガス埋設配管改修工事ほか２件の事業を実施しました。事項別明細書は、６２ペ

ージになります。１８節備品購入費１，０８４万４，５８４円は、各学校に購入した備品で、

老朽化により使用できなくなった児童用机・椅子、放送用アンプ、校舎等のカーテンなど、

学校管理に必要な備品購入が主なものであります。１９節負担金補助及び交付金９０万９，

３４５円は、学校管理下における児童の災害に対して給付を行う日本スポーツ振興センター

共済掛金負担金が主なものであります。１０款２項２目教育振興費は、予算現額７，０６５

万７千円に対し、支出済額６，８３０万７，５６１円で、９６．７％の執行率であります。

７節賃金１，７４６万８千円は、特別支援教育支援員１１名分と理科支援員２名分の賃金で

あります。１１節需用費１，９５８万７，６０１円は、市内９小学校の配当予算のほか、コ

ピー代やプリンタートナー代などの消耗品及び備品の修繕料が主なものであります。１３節

委託料２１９万１，１５０円は、脇本小学校に通学する隼人小校区の児童に対する通学バス

運行業務と学力・知能検査業務委託料等であります。１４節使用料及び賃借料１，４１４万

１，０１９円は、小学校パソコンリース料や小・中・高合同音楽会、小学校陸上記録会、集

団宿泊学習時のマイクロバス借上料が主なものであります。１８節備品購入費３５０万１，

８８０円は、各小学校教材として必要な教材備品や体育備品等のほか必読図書購入が主なも

のであります。１９節負担金補助及び交付金１６０万４，１６２円は、市内各小学校で実施

している「未来をひらく阿久根っ子」事業及び田代小で実施している山村留学実施事業補助

金が主なものであります。決算に関する説明書は、５９ページになります。２０節扶助費６

４１万１，５０６円は、特別支援教育児童１３名と準要保護児童１１６名に対する学用品や

給食費等の就学援助費の助成であります。 

次に、１０款３項中学校費、１目学校管理費の予算現額５，４０１万５千円に対して支出

済額５，１００万５，１９１円は、９４．４％の執行率であります。１節報酬、８００万５，

８４８円は、学校図書嘱託員３名分と、建築技能嘱託員１名の４か月分ほか、学校医５名の

報酬であります。７節賃金５５３万４００円は、臨時職員の学校用務員４名分の賃金であり

ます。事項別明細書は、６３ページになります。１１節需用費１，４８５万４，３９８円は、

中学校に配分しました学校消耗品や電気水道料の光熱水費のほか、校舎等修繕料が主であり

ます。１３節委託料４６７万３，５７５円は、各学校の警備業務、浄化槽管理業務、廃棄物

収集業務などが主なものであります。１５節工事請負費７３２万２千円は、単独事業として

阿久根中学校武道館床改修工事ほか２件の事業を実施しております。１８節備品購入費４６

８万８，７１７円は、鶴川内中学校の生徒用の木工工作台、各中学校の机・椅子、職員用イ

スなど、学校管理に必要な備品を購入しております。１９節負担金補助及び交付金４８万９，
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５２０円は、学校管理下における生徒の災害に対して給付を行う日本スポーツ振興センター

共済掛金であります。決算に関する説明書は、６０ページになります。次に、１０款３項２

目、教育振興費は、予算現額４，６３５万９千円に対して支出済額４，３６２万３，０５５

円は、９４．１％の執行率であります。１節報酬の７１３万３，３３２円は、学校教育支援

教員３人分の報酬であります。７節賃金１３６万５千円は、特別支援教育支援員１名分の賃

金です。８節報償費２０５万４，９８５円は、中学校卒業祝い商品券等が主なものでありま

す。１１節需用費６４０万１，５１４円は、中学校配当予算のほか、プリンタートナーなど

の消耗品、教材備品などの修繕料が主であります。１３節委託料２６８万２，２００円は、

三笠中学校に通学する隼人校区と鶴川内中学校に通学する田代校区の生徒に対する通学バス

等運行業務委託料と４中学校の知能検査及び標準学力検査業務料等であります。１４節使用

料及び賃借料８５６万３，２９３円は、４中学校のパソコンリース料、ウェブセキュリテイ

使用料及び集団宿泊学習時施設使用料及びバス借上料等が主なものであります。１８節備品

購入費４４４万６，５８５円は、鶴川内中学校のサッカーゴールや自然エネルギー発電学習

セットなどの教材備品のほか、必読図書の購入費であります。１９節負担金補助及び交付金

２７１万１，２６１円は、地区中学体育連盟負担金１５万７，８００円の負担金と、市内各

中学校で実施している「未来をひらく阿久根っ子」事業に対する補助金８２万８，６０９円

ほか２件の補助金であります。事項別明細書は、６４ページになります。２０節扶助費６４

３万４，５５３円は、特別支援教育生徒７名と準要保護生徒７５名に対する学用品や給食費

等の就学援助費の助成であります。次に、１０款４項１目、幼稚園費、予算現額７１万１千

円に対して支出済額４２万円は、５９．１％の執行率でありますが、これは、１９節負担金

補助及び交付金として、未来をひらく「阿久根っ子」事業として市内の私立幼稚園に補助し

たものであります。次に事項別明細書６８ページ、決算に関する説明書６４ページをお開き

願います。１０款６項保健体育費、４目学校給食センター運営費９，６６９万５千円に対し

て支出済額９，４０２万３，１５０円は、９７．２％の執行率であります。１１節、需用費

１，８５５万５，７６９円は、給食センター管理の消耗品等、光熱水費、施設機器類の修繕

費などであります。１３節委託料４，２０４万８，３６５円は、学校給食業務委託料のほか、

衛生保守管理業務や排水処理施設維持管理業務などの施設の維持管理に係る業務委託料であ

ります。１５節工事請負費５２３万８千円は、金属検出機等設置工事であります。１７節公

有財産購入費７８８万４千円は、蒸気ボイラー１基の取り替えであります。１８節備品購入

費３６１万３，１４０円は、冷蔵庫及び冷凍庫各２台のほか配送用コンテナの購入費であり

ます。 

次に歳入について説明いたします。事項別明細書４ページ、決算に関する説明書９ページ

をお開きください。１１款分担金及び負担金、２項３目教育費負担金、１節小学校費負担金

及び２節中学校費負担金は、日本スポーツ振興センター共済掛金保護者負担金であり、小学

校費負担金が８４９名分で３９万５４０円、中学校費負担金が４４８名分の２０万６，０８

０円であり、１人４６０円の負担金であります。 

次に、事項別明細書５ページ、決算に関する説明書１０ページです。１２款使用料及び手

数料、１項７目教育使用料、２節小学校使用料３７万３，３３０円及び３節中学校使用料４

７万５，７４０円の収入済額は、学校開放における学校屋内運動場の照明施設使用料であり

ます。 

事項別明細書９ページ、決算に関する説明書１４ページをお開きください。次に、１３款

国庫支出金、２項９目教育費国庫補助金、２節小学校費補助金の収入済額８２０万円は、大

川小学校講堂天井落下防止対策工事に係る学校施設環境改善交付金及び特別支援教育就学児

童の扶助費に対する補助金で、３節中学校補助金の収入済額１２８万１，４００円は、エネ

ルギー教育用教材等備品の交付金事業に係る補助金及び特別支援教育就学生徒の扶助費に対

する補助金等であります。 

次に、事項別明細書１２ページ、決算に関する説明書１７ページをお開きください。１４
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款県支出金、２項９目教育費県補助金、１節教育総務費補助金４９万６千円は、スクールガ

ードリーダー配置事業に伴う補助金が主であります。次に、事項別明細書１４ページ、決算

に関する説明書１８ページをお願いします。１４款３項９目教育費委託金、１節事務局費委

託金３１万５千円は、スクールソーシャルワーカー実践研究事業費の委託金です。決算に関

する説明書は、１９ページをお願いします。１５款財産収入、１項１目財産貸付収入、１節

土地建物貸付収入の収入済額２，８３１万８，９８２円のうち、７３４万９，６４０円は、

教職員住宅に係る校長・教頭等住宅２６軒分の家賃収入であり、同じく１５款１項２目１節

利子及び配当金の１，３５７万９，８２４円のうち、１１万２，１４４円が、教育委員会所

管の奨学金貸付基金利子であります。次に、事項別明細書１７ページ、決算に関する説明書

２３ページをお開きください。２０款市債、１項１目総務債、１節総務管理債、市民交流施

設建設事業債３，５８０万円は、市民交流センター設計業務費に充当した過疎債であります。 

事項別明細書は１８ページ、決算に関する説明書は２５ページになります。２０款１項９

目教育債、２節小学校債、小学校校舎等整備事業債１，６２０万円は、大川小学校講堂天井

落下防止対策工事費に充当した学校施設債であります。同じく、５節保健体育債１，６３０

万円は、学校給食センターの金属検出機等設置工事及び施設等更新事業に充当した過疎債で

あります。歳入については、以上であります。 

なお、主要事業の成果説明書の所管事業は、教育総務課所管が１０４ページから１０８ペ

ージまで、学校教育課所管が１０９ぺージから１１３ぺージまで、学校給食センター所管が

１２３ぺージになります。 

以上で、教育総務課、学校教育課及び学校給食センター所管の説明を終わります。答弁に

つきましては、私、並びに学校教育課長でお答えさせていただきますが、不足の場合は、担

当係長に補足させますのでよろしくお願い致します。 

牟田学委員長 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

  決算に関する説明書のですね、５６ページの中で、いじめ問題対策委員会とか、いじめ問

題対策連絡協議会謝金とかありますけれどもね、阿久根市の小中学校で、いじめはですね、

何件くらい発生して、把握していらっしゃるかお尋ねいたします。 

久保学校教育課長 

  平成２７年度のいじめの認知件数、学校が認知した件数になります。小学校が５件、中学

校が７５件、合わせて８０件というふうになっております、以上です。 

山田勝委員 

  いじめをですね、いじめを原因に、例えば学校を長期休学しているような、学校に登校拒

否しているような子供もいるんですか、いないんですか。 

久保学校教育課長 

  現在のところ、長期の欠席者はおりません。以上です。 

山田勝委員 

  長期の欠席者はいなくても、いたことはいたんですか。 

久保学校教育課長 

  はい、学校に時たま休む、そういう生徒はおります。その場合は学校が各学校に出向いた

り、電話で連絡をとったりというふうにしております。それから、中には保健室登校とか、

そういう生徒もおります。以上です。 

山田勝委員 

  今はですけどね、２、３年前だと思うんですけどね、阿久根中学校で学校を長期欠席、そ

れが延長で高校にも行けないというような子供もおったかのような話も聞くんですが、事実

ですか、事実じゃないんですか。 

久保学校教育課長 
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  その件については、いじめが原因というふうには聞いていないところです。以上になりま

す。 

山田勝委員 

  それでは、いじめによって、例えば登校拒否をしない、する子供はいないと言われますけ

ど、んなら、小中学校で登校拒否をしている子供がいるんですか、現在、いや現在ですね、

登校拒否をして、学校に行ってない子供がいるんですか。 

久保学校教育課長 

  不登校につきましては、現在のところ、小学生が１名、中学生が１４名というふうになっ

ております。 

山田勝委員 

  その１４名の不登校についての原因はなんだと思われますか。 

久保学校教育課長 

  不登校については、さまざまな要因がございます。心身的なものとか含めて、学校への不

適応とか、そういうものがあるというのは６月の一般質問でもお答えしたところであります。

以上になります。 

山田勝委員 

  んなら、不登校の子供たちは、ずっと不登校しますよね、しかしながら例えば義務教育を、

中学校の義務教育の年齢を過ぎますと、不登校の子供たち、そのまま引きこもり、家の中に

いると言うんですか。社会に復帰しないんですか。 

久保学校教育課長 

  不登校の生徒が、３年を卒業したあと、その後どうなるかという御質問だと思うんですけ

ど、それまでの間に高校進学とか、そういうものがありますので、学校としましては登校で

きるようにということで働きかけをしているところです。で、その結果、今までの事例とし

まして、私の経験した学校等では、登校できるようになったりという生徒もいます。それか

ら、高校に行ってから登校できるようになった生徒、そういうのも今まで経験しております。

私のそれは経験上のことです。以上です。 

山田勝委員 

  非常にね、難しい問題だけどね、実態を聞かないかんと思って、こう聞くんですがね、も

うなかなか家庭においてもですね、その関係者においてももう大変な問題だと思いますよ。

だから学校の責任、どこの責任かと言ったら、家庭の責任かなという気もしますけどね、昔

は家よりも学校のほうがよかったから、学校に不登校というのはほとんどいなかったんです

けどね、近ごろは学校よりも家のほうが楽しいんだろうなあという気もしますよ、しかしな

がらこれを解決するというのは非常に難しいですので、ま、現状を把握しただけで結構でご

ざいます。 

牟田学委員長 

  はい、ほかにありませんか。 

渡辺久治委員 

  １０款２項１目、成果説明書では、１０５ページ、一番下の小学校舎維持補修事業の阿久

根小学校のガス配管改修工事で、ポリエチレン管に布設替えとなっておりますけれども、こ

れはなぜ布設替えになったんですか。 

小中教育総務課長 

  渡辺委員にお答えいたします。この事業につきましては、阿久根小学校と、阿久根中学校

の２カ所を実施しているんですけれども、ここの２カ所については、都市ガスが入ってきて

おりまして、都市ガスの、学校から先の管が、ガス管が白管というか鋼管の金属の管という

ことで、サビ等、あるいは腐食等があって耐震に耐えられないという状況がありましたので、

これはもう文部科学省からと、経済産業省からも通達が来ておりまして、平成２７年度まで

にこのポリエチレン管に替えなさいという改善命令が来てましたので、それに対応して改修
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をしたというところであります。以上です。 

渡辺久治委員 

  学校でガスを使うのは理科実験室と家庭科室だと思うんですけれども、ほかの学校はどう

なっておりますかね。 

小中教育総務課長 

  この阿久根小学校、阿久根中学校以外はプロパンでしておりますので、特に埋設配管があ

るというわけではありません。 

渡辺久治委員 

  プロパンであっても埋設しているところもあるかと思うんですけど、埋設はないですか。 

小中教育総務課長 

  すいません、説明が不足しておりましたけれども、埋設、もちろんプロパンから、例えば

家庭科室の配管、校舎内の配管というのがありますけれども、校舎以外の、施設内の配管と

いうのは都市ガスだけでしたので、この阿久根小、阿久根中をしたということで、ほかの学

校については校舎内の近くにプロパンがありますので、そこから校舎内の施設の配管はある

というところです。 

渡辺久治委員 

  都市ガスは、地中を掘っていける場合があるんですけど、プロパンは地中にいけることは

なくても、床下を通るということはあるんですよね。そういった場合に、今は普通の家庭は、

一般家庭は微量のガス漏れがあった場合は、探知できるようなメーターになっているんです

けれども、学校の施設はそういうメーターになっていますかね。 

小中教育総務課長 

  はい、そのようになっております。 

  ［渡辺久治委員「あ、なっていますか」と発言あり］ 

  ［小中教育総務課長「はい」と発言あり］ 

  ［渡辺久治委員「全て」と発言あり］ 

  ［小中教育総務課長「はい」と発言あり］ 

仮屋園一徳委員 

  １０款２項１目と１０款３項１目の、事項別明細のほうは６１ページ、小中学校の管理費

について伺いますけれども、成果表の中にですね、学校からの要望に基づきというふうに出

て来ているんですけど、学校からの要望は、どこの学校からも要望は出て来ていると思うん

ですが、その要望に対して、どの程度できているのか、もう全部でできているのか。それ、

もう要望の中でも、もう少しはまだしなくてもいいよというのも含めて、その小学校、中学

校ごとに状況を教えてください。 

小中教育総務課長 

  学校からの、備品につきましては学校の要望に基づいて実施しているところですけれども、

備品関係につきましては、平成２７年度の要望段階で、小中学校の合計になりますけれども、

２２９件の要望がありました。そのうち、備品として予算化をしたのが１７１件ということ

で、実施率といたしましては、７４．７％で、全てが予算化できているわけではございませ

んけれども、特に生徒たちが使う備品等については優先的に予算化をしたというところでご

ざいます。 

仮屋園一徳委員 

  要望の内容についてです。年度についてですけど、毎年、要望は上がってきて、１７０件

してもまたふえていくという、そういう状況なんですかね。 

小中教育総務課長 

  備品については、かなり老朽化している部分もありますので、年次的に買い替えをしてい

っても、また次の部分が出てきたりしますので、例えば机・椅子等につきましても、一度に

中学校であれば３学年分購入するというのはなかなか財政的にも難しい部分がありますので、
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例えば今年度は１学年、次の年は２学年という形で学年を区分して要求したりしております

ので、整備しておりますので、そういう段階で整備をしているという状況です。 

仮屋園一徳委員 

  １００％というのは難しいと思うんですけど、できるだけ要望に応えられるように努力を

して欲しいと思います。以上です。 

牟田学委員長 

  はい、ほかにありませんか。 

野畑直委員 

  １０款２項１目、小学校管理費。 

牟田学委員長 

  何ページになりますか。 

野畑直委員 

  成果説明書でお願いします。１０８ページとこの小学校のほうと中学校のほうを伺います

ので、１０款２項２目教育振興費の脇本小学校通学運行業務についてですね、今、この通学

に何人運んでるというか、生徒はいるんですか。 

小中教育総務課長 

  脇本小学校の通学バス運行業務につきましては、隼人小校区の児童を運行しているという

ことで、対象者は２名になります。小漉集落から１名、八郷集落が１名で２人とも小学２年

生の女子になります。以上です。 

野畑直委員 

  学校は、脇本小学校ということでいいですか。 

小中教育総務課長 

  隼人小が脇本小学校と統合になった時に、その時に地区のほうからの要請に基づいて運行

するということでありますので、学校につきましては、脇本小学校のほうに通学しています。 

野畑直委員 

  書き方がですね、学校まで遠距離であるためとしてあるもんですから、脇本小学校までと

いうことを書いてあれば聞かなかったんですけども、これはもうそれで、脇本小ということ

でわかりました。次に中学校も同じ運行業務がありますけど、１０款３項２目教育振興費の

中で、この生徒数も教えてください。 

小中教育総務課長 

  三笠中学校につきましては、対象者が１名ということで、１学年の女子生徒が八郷から通

学をしております。先ほどちょっと説明不足で申しわけありませんけど、運行してくるのは、

集落からタクシーの会社のところまで運行しますので、そこからは歩いて行くということに

なります。あと、朝の登校につきましては、先ほどの小学校の生徒と一緒に登校してくると

いうことになります。以上です。 

野畑直委員 

  今、隼人中学校から１人、田代中学校はいないんですか。 

小中教育総務課長 

  申しわけありません。田代につきましては、鶴川内中学校のほうに対象者が２名、１年生

の女子が１人、それから３年生の女子が１人、尾原と田代中からそれぞれ１人通学をしてお

ります。以上です。 

牟田学委員長 

  いいですか、はい、ほかに。 

竹原恵美委員 

  学力についてお尋ねします。説明書の５８ページで、これは小学校のほうですが、１０款

２項２目、学力知能検査業務、中学校のほうはページ６０ページで１０款３項２目、同じ内

容です。学力の状況、わかること、内容を教えてください。または、資料をください。 
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牟田学委員長 

  竹原委員、もう一回ゆっくり。ちょっと聞こえづらいから。マイクを寄せて。 

竹原恵美委員 

  昨日もうお願いしてた、直接もうお願いしてたんですが、学力についてわかるもの、わか

る状況のものを教えてください。 

久保学校教育課長 

  学力について、標準学力検査の２７年度の結果ですけど、全国と比較して小学校はやや良

い結果を示しております。中学校では、やや下回る状況でありました。標準学力検査の結果

は以上です。 

竹原恵美委員 

  例年請求しています、資料の形で、資料をください。では、その状態に対して課題、改善

などはありましたでしょうか。課題を見つけた、そして改善点をどういうふうに対応したと

いうものはありますか。 

久保学校教育課長 

  課題については、やはり今基礎的な力と、それからそれを活用する力、その両方が求めら

れておりますけど、やはり基礎的な力、そういうものを子供たちに身につけた上で活用する

力をつけていかなければいけないというふうに考えております。そのために、管理職研修会

等を通じて問題点の課題のあったところとか、そういうところを指導しているところです。

以上です。 

竹原恵美委員 

  今、おっしゃったのは、指導員のほうの研修会であって、子供たちに対しての大きな違い

というか、その課題を見つけて、対応しているというのは、内容としては紹介はないですか。

先生に対する研修はわかりましたけれども、子供たちに接する中での違いというのは出てこ

ないですか。 

久保学校教育課長 

  今の質問は、子供たちに対する指導ということでよろしいわけでしょうか。まず、教員が

授業を改善するということ、そういうことが大事じゃないかというふうに思っております。

それから学校によっては、基礎的な力をつけるためにドリルまたは暗唱、教科書の暗唱とか、

そういうものを子供たちに指導しているという学校もございます。以上です。 

牟田学委員長 

  いいですか。教育課長、資料の提出をお願いします。後でいいですけど。はい、ほかに。 

白石純一委員 

  何カ所かあったと思うんですけれども、補助金で当然学校施設を修理したり建てたりされ

たりしているんですけども、学校施設の場合は補助金適正化法の適用はあるんでしょうか。

具体的にはたとえば廃校になるとか、あるいは統合になるとかいったときに残る建物につい

てですね、そういう適化法の制限はかかるんでしょうか。 

小中教育総務課長 

  補助金を国のほうからもらうと、補助金適化法に係る施設になると思いますけど、それが

統廃合に伴ってその施設をどんなふうな活用の仕方をするかということでも変わってはくる

と思いますけど、ちょっと手元に詳しい資料持っておりませんけど、詳しい説明はできませ

んけれども、そういう状況だと思います。 

牟田学委員長 

  いいですか、ほかにありませんか。 

山田勝委員 

  決算に関する説明書のですね、３１ページの市民交流センター建設費に関連をしてですね、

お尋ねしたいんですが、実は先の９月議会で市民交流センターの債務負担行為を提案されて

ですね、結局合計１７億３，３００万円の債務負担行為をされたわけですが、これは本体工



 

- 10 - 

事だということなんですが、いよいよ、市民交流センターが現実に着工するわけですが、ち

ょっとこじつけかもしれませんが、まずね、いつごろ入札をして、そして財源区分を何遍と

なく委員会をしましてね、２０億以下で抑えるという約束をしていただいたんですよね、そ

の中で、例えばいつごろ入札をして、そしていつごろ着工をして、そして財源はこうこうこ

ういうことだというふうに既にわかっていると思うんですが教えてください。 

小中教育総務課長 

  市民交流センターにつきましては、先の議会で債務負担行為に御承認いただきましたので、

現在入札の手続について準備を進めているところであります。この準備が整い次第、入札の

公告を始めることになりますけれども、この目標としているのが、１０月の末から１１月の

初めぐらいまでには公告ができればというふうに考えております。その後、公告期間が６０

日程度かかりますので、入札等しまして、仮契約をして議会の御承認をいただくということ

になりますけど、これが年をまたいで来年の初めぐらいになるのではないかと考えておりま

す。それが御承認いただければ着工ということですので、本年度の末には着工したいという

ふうに考えております。したがいまして、竣工が平成３０年度の半ばぐらいには竣工できる

のではないかというふうに考えております。ただあと、その外溝工事につきましてはその本

体の工事の進捗に合わせて３０年度に外溝工事、それから解体工事等はその建物の建った後

に解体工事、これも３０年度になると思いますけれども、そういった予定で進んでいくとい

うふうに考えております。以上です。 

  [発言する者あり] 

  大まかな財源につきましては、２０億ということでありましたので、２０億のうち、６億

が国の補助金ということになります。この６億のうち、３億円が社会資本整備総合交付金と

いうことを予定しております。それから残りの３億が原発の関係の交付金を予定していると

ころでございます。それから、１２億が市民交流の施設整備基金を積み立てておりますので、

１２億は基金、それから残りの２億が一般財源、市債、起債を活用するということで予定を

しております。以上です。 

山田勝委員 

  なら、あなたは入札は今年度末ということで、１２月ですか、１月ですか、それとも３月

までにあるということですか。 

小中教育総務課長 

  今後の入札の準備次第ですけれども、公告の時期によりますけれども、入札はその予定ど

おり進むと、ことし末には入札できると。 

  [「発言する者あり」] 

  １２月、はい。 

牟田学委員長 

  はい、ほかにありませんか。 

  [「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、認定第１号中、学校給食センター、教育総務課、学校教育課所管の事項につい

て、審査を一時中止いたします。 

この際、暫時休憩します。 

（学校給食センター・教育総務課・学校教育課退室） 

 

（休憩 １０：５４～１１：０５） 

 

（生涯学習課入室） 

牟田学委員長 

休憩前に引き続き委員会を開催します。次に、認定第１号中、生涯学習課所管の事項につ

いて審査に入ります。課長の説明を求めます。 
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中野生涯学習課長 

平成２７年度、阿久根市歳入歳出決算一般会計中、生涯学習課所管の事項について御説明

いたします。まず初めに、平成２７年度中の新規事業や事業執行による行政効果等について、

主要事業の成果説明書に基づき御説明申し上げます。主要事業成果説明書の１１４ページを

お開きください。一番上から、社会教育総務費の事業では、例年、地域社会教育活動事業と

しての生涯学習講座を開設しておりますが、平成２７年度は一般を対象とする生涯学習講座

を２３講座、学校・ＰＴＡ活動と連携をとった家庭教育学級は１３学級、区ごとに開催され

る高齢者学級は１６学級を開催することができました。生涯学習講座では、鶴翔高校の協力

を得て開催するアグリ講座や軽運動のニュースポーツ、ラージボール卓球等が人気を集めて

いるところです。また、地域の歴史・文化財を巡る「阿久根のまち探検」では、郷土史家の

東川隆太郎先生の解説案内で、楽しく郷土の歴史を学ぶことができました。同ページの下の

段、キッズスクール夏合宿、阿久根自然体験楽しみ隊は、昨年度初めて取り組んだものであ

り、小・中学生１４名が、夏休み期間中に、青年の家を拠点に３泊４日の宿泊体験学習を行

いました。カヌー体験や川遊び等を通して郷土の自然に触れ、さらに共同生活を通じて規律

や互いを思いやる気持ちを育むよい機会となったと考えます。１１５ページの下、第３０回

国民文化祭あくね洋画展・第１７回あくね洋画展・丹宗律光展を昨年１０月３１日から１１

月８日にかけて総合体育館及びにぎわい交流館あくね駅で開催しました。あくね洋画展には、

県内外から多くの出品をいただくとともに、期間中３，６００人を超える来場者がありまし

た。また同時期に、郷土の日本画家、丹宗律光氏が残した植物画集、丹宗律光画集の原画と

拡大パネルを展示した「丹宗律光展」を開催し、来場者に本市の植物・自然についてもＰＲ

を行ったところでございます。１１６ページに移り、平成２７年度の自主文化事業として、

腹話術のパフォーマンスショー「いっこく堂スーパーライブｉｎあくね」と、児童演劇「か

ぐや姫」・「やぎのお話」を開催いたしました。市民の皆さんが生の演劇等を鑑賞する機会

づくりに取り組んだところでございます。その下の段の、一般コミュニティ助成事業として、

自治総合センターの助成事業を活用して「あくね毘沙門太鼓響流」に対し、太鼓等の備品整

備・購入補助を行ったところでございます。１１７ページに移りまして、自治公民館整備事

業として、平成２７年度はそこに記載のとおり、馬見塚、大川島、中村、竹之迫、大丸、上

原、次の１１８ページに入り、下村、桑原城下の合計８自治公民館の改修工事に補助を行っ

たところであります。内容は、施設の老朽化による修繕やエアコン設置やトイレ改修などの

環境整備が主なものでございます。１１８ページの中段になりますが、防災拠点等への再生

可能エネルギー等導入推進事業を活用して、脇本地区公民館に太陽光発電パネル、蓄電池及

びＬＥＤ設置工事を行い、災害時の避難所機能の強化を図ったところでございます。１１９

ページに移りまして、平成２７年度も引き続き、市立図書館及び郷土資料館の管理運営を、

ＮＰＯ法人ぷれでおを指定管理者として委託したところでございます。 

以上で、成果説明書での説明を終わり、次に、歳入歳出決算事項別明細書と決算に関する

説明書に基づき御説明いたします。初めに、歳出から御説明申し上げます。事項別明細書は

２４ページ、決算に関する説明書は２９ページをお開き願います。２款総務費、１項１２目

市民会館管理費は、予算現額１，４９４万４千円に対し、支出済額１，３２１万２，４９７

円で、８８．４１％の執行率であります。４節共済費及び７節賃金は、市民会館警備員２名

及び窓口事務補助員１名分の賃金及び社会保険料であり、１３節委託料の支出済額３３８万

１，３６６円は、説明書の備考欄に記載の音響・照明設備保守点検業務ほか８件の委託料で

あり、不用額はその入札執行残であります。事項別明細書は６４ページ、説明書は６０ペー

ジをお願いします。１０款教育費、５項１目社会教育総務費は、予算現額７，６１２万円に

対し、支出済額７，２１６万６，２５０円で、９４．８１％の執行率であります。１節報酬

は、社会教育指導員５人ほか３件の委員報酬であり、２節給料、３節職員手当、４節共済費

は、職員７人分の人件費であります。８節報償費は、あくね洋画展審査員謝金ほか３件の講

師謝金等であり、不用額は説明書の備考欄に記載してあります謝金等の執行残であります。
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１３節委託料は、市内の小・中学校１３校で実施した家庭教育学級や自主文化事業など７件

の委託料であります。自主文化事業につきましては、成果説明書のほうでも説明いたしまし

たが、小学生から一般向けとして「いっこく堂スーパーライブｉｎあくね」と、幼児及び小

学校低学年児童向けとして児童演劇「かぐや姫」・「やぎのお話」の公演を行いました。

「いっこく堂スーパーライブｉｎあくね」については、前売り券大人1千円、小・中・高校

生券５００円でチケット販売を行い、知名度の高さから６６７名の入場者があったところで

す。１４節使用料及び賃借料は、文化祭や自主文化事業時の音響設備借り上げ料等でありま

すが、不用額は、当初予算において文化財発掘調査用の重機借り上げ料を計上しておりまし

たが、平成２７年度は市内において発掘調査の案件がなかったため、重機等の借り上げ料が

不用となったことによる残であります。１７節公有財産購入費は、歌人・与謝野晶子が阿久

根大島に関して詠んだ句の歌碑を、戸柱公園内に設置したものであります。なお、当該歌碑

の設置と同時に、以前より戸柱公園内に設置してあった与謝野鉄幹の歌碑についても、石の

表面をきれいに研磨し、改めて字を入れ、文字を見やすくする修繕を行ったところでありま

す。１９節負担金補助及び交付金は、説明書の備考欄にありますとおり地区視聴覚教育協議

会や国民文化祭実行委員会ほか５件の負担金と、校外生活指導連絡協議会ほか８件の補助金

であり、一般コミュニティ助成事業は成果説明書でも説明しました、自治総合センターの助

成事業を活用した「あくね毘沙門太鼓響流」の太鼓等の備品整備への補助であります。事項

別明細書は６４ページから６５ページ、説明書は６１ページから６２ページにかけてお願い

します。２目公民館費は、予算現額５，５３４万６千円に対し、５，４８７万４，３８８円

の支出済額で９９．１５％の執行率であります。４節共済費及び７節賃金は、脇本地区公民

館警備員２名分の雇用保険料及び賃金であります。１１節需要費の支出済額３９６万２，８

８７円は、大川・脇本地区公民館の光熱水費が主なものであり、不用額は、その残額が主な

ものであります。１３節委託料の支出済額４９１万２，５０９円は、脇本、大川地区公民館

の館内清掃業務ほか４件の委託料と、脇本地区公民館の太陽光発電システム等設置工事の監

理業務及び設計業務委託料が主なものであり、１５節工事請負費の４，１８５万円は、脇本

地区公民館への太陽光発電・蓄電池及びＬＥＤ設置工事費であります。１９節負担金補助及

び交付金の支出額１３５万１，５００円は、先ほど成果説明書で御説明いたしました、自治

公民館８カ所の改修工事補助が主なものであります。３目図書館費は、予算現額３，６２５

万２千円に対し、３，５８０万５，０５０円の支出済額で９８．７７％の執行率であります。

１３節委託料は、指定管理者ＮＰＯ法人ぷれでおに委託した図書館及び郷土資料館の管理運

営委託料２，３８０万円と、市民交流センターの建設規模縮小に伴い、新市立図書館の設計

変更を平成２８年９月まで延長したことに伴い、平成２７年度分の委託料を前払金として支

払った７５０万円が主なものであります。１８節備品購入費は、図書館の図書購入費であり、

平成２７年度は２，４５６冊の図書を購入しており、年度末蔵書数は、８万１，５５０冊で

あります。２５節積立金は、東海・近畿及び関東の各地区阿久根会等からの寄付金合計３７

万３，２００円とその預金利息２，７１４円を読書推進基金として積み立てたものでありま

す。なお２７年度末の基金残額は、１，２４０万1，６２４円であります。事項別明細書は

６５ページから６６ページにかけて、説明書は６２ページになります。４目青年の家管理費

は、予算現額４４３万２千円に対し、４１２万５，７６０円の支出済額で９３．０９％の執

行率であります。１１節需用費３４５万７，６３５円は、青年の家の光熱水費のほか、老朽

化した温水シャワー用のボイラー取替修繕費用が主なものであります。１３節委託料５８万

３，６８０円は、青年の家管理業務のほか３件の委託料であります。 

以上で、歳出に関する説明を終わり、続いて歳入についての説明に入ります。歳入は、決

算に関する説明書で御説明いたします。決算に関する説明書の９ページをお開き願います。

１２款使用料及び手数料、１項１目総務使用料の収入済額１６１万２，２８８円のうち、生

涯学習課所管分は、備考欄に記載してあります、市民会館使用料７７万８８６円であります。

説明書は、１１ページになります。７目教育使用料の備考欄に掲載してあります、社会教育
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使用料の収入済額３７万８，４００円は、脇本・大川地区公民館及び青年の家の使用料であ

ります。説明書１９ページをお開き願います。１５款財産収入、１項財産運用収入、２目の

利子及び配当金の収入済額のうち、生涯学習課所管分は、備考欄の上から９行目の読書推進

基金の利子２，７１４円であります。説明書２０ページになります。１６款寄付金、１項１

０目教育費寄付金の社会教育費寄付金の収入済額４７万３，２００円は、備考欄に掲載して

ありますとおり、読書推進費として近畿・東海・関東各地区阿久根会、東海地区阿久根会洋

子会及び１個人から合計３７万３，２００円、阿久根市文化協会から市民交流施設整備費と

して１０万円の寄付金をいただいております。説明書は２１ページから２３ページになりま

す。１９款諸収入、５項４目雑入、２０節雑入の収入済額１億２，６８０万３，５３５円の

うち生涯学習課所管分は、１６９万７，５９３円であります。主なものは、説明書の２１ペ

ージの備考欄、雑入の一番上の雇用保険料のうち、生涯学習課所管分は、社会教育指導員５

名と臨時職員１名、市民会館警備員２名、脇本地区公民館警備員２名の雇用保険料７万２，

２０３円であります。その下の書籍代３５万７，２００円は、郷土史売上げ料であります。

２２ページに入りまして、５行目の私用電話料は、市民会館に設置してある公衆電話使用料

であります。その下１１行目、自主文化事業入場券販売収入５９万６千円は、自主文化事業

「いっこく堂スーパーライブｉｎあくね」におけるチケット販売収入であります。その下２

行目の、あくね洋画展出展料３１万２千円は、あくね洋画展の一般の部における絵画１７２

点の出展料であります。同じくその下４行目、原子力立地給付金１６５万２，７２４円のう

ち、生涯学習課所管分は２９万３，２８０円であり、所管する市民会館や図書館、脇本・大

川地区公民館などに対する給付金であります。説明書２３ページに移りまして、ちょうど中

ほど、キッズスクール参加料５万６千円は、１名当たり４千円の１４人分の参加料でござい

ます。 

説明中、歳出の部の公民館費のところで、予算減額支出済額を５，４８７万４，３３８円

と申し上げましたが、５，４８７万４，３８８円の間違いでした。訂正いたしたいと思いま

す。以上で、歳入歳出決算につきまして説明を終わりますが、答弁に関しましては、私、課

長補佐及び担当係長にてお答えさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

牟田学委員長 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

竹原信一委員 

  私の聞き間違いかもしれないけど、太陽光発電について小学校というふうに言ったような、

聞こえたんですけれども、私の聞き間違いですよね、たぶん、これは太陽光発電は脇本公民

館だけですね。 

  [中野生涯学習課長「はい」と発言あり] 

  じゃあいいです。 

牟田学委員長 

  いいですか、はい、ほかにありませんか。 

白石純一委員 

  成果説明書の１１４ページ、１０款５項１目社会教育総務費の一番下の段、キッズスクー

ル夏合宿ですが、実は私、本年のですね、キッズスクールに一日飛び入り参加させていただ

きまして、子供たちと遊んで大変有意義な企画だと思いました、そこでちょっとお伺いした

いのは、まあこれは去年のことですけれども、カヌー体験、五色ヶ浜の青年の家の前でやら

れたと思いますが、それ以外も川遊び、登山、施設見学等とありますが、具体的にはどうい

ったところでやられたんでしょうか。 

中野生涯学習課長 

カヌー体験につきましては、ＢＧからの艇庫がありますけれども、あのカヌーを使っての

カヌーを体験させるところでございます。川遊びにつきましては、昨年度につきましては、

尾崎区のほうの公民館の下の川があるんですけれども、あそこでいわゆるじゃぶじゃぶ川を
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上ったり、あるいは川魚を釣ったりとかという体験をいたしました。ことしにつきましては、

田代の小学校から上流のほうに川を上るというような企画をして楽しんだところです。それ

から山登りにつきましては、昨年は１回目だったんですけども、笠山の上まで登って、下に

降りて来るという、笠山の登山縦断をやったところです。ことしにつきましては、憩いの森

のですね、登山というような形で下のほうから２時間ほどかけて縦断するというようなこと

を取り組んだところでございます。以上です。 

白石純一委員 

  施設見学とありますが、特に。 

中野生涯学習課長 

施設見学は、昨年、施設見学を行いまして、栽培漁業センターと広域のじんかい処理場の

リサイクルセンターのほうを見学をしたところでございます。ことしは施設見学は特段そこ

は行いませんでした。 

白石純一委員 

  大変有意義なイベントだと思うので、ぜひ今後も発展させていただきたいと思うんですけ

れども、阿久根大島ですとか、脇本海岸、これは多分家族でも行かれた生徒さんが、児童さ

んが多いと思うので、あえて行かれなかったのかなと思いますが、また阿久根大島について

は船のスケジュールとか、費用の問題もあるかとは思いますがですね、やはり阿久根大島、

あるいは脇本海岸といった阿久根を代表するところで、海水浴ということもまた家族と違っ

て、友達同士で、子供だけで遊ぶということもおもしろいと思いますので、その辺も検討し

ていただけたほうがいいのかなと思った次第です。で、もう一点、これは市内の小中学生だ

けということですけれども、たとえばそのじいちゃん、ばあちゃんのところに、特に都会か

ら帰って来た子供たちにとっては大変魅力のある活動だと思いますので、そういった子供た

ちにも門戸を広げていただきたい、そして、キッズスクール夏合宿、名前なんですが、キッ

ズスクール、子供の学校というのは大人から見た目線でですね、子供が果たしてキッズスク

ールと夏休みに学校に行きたいだろうかと思います。実は海外ではこういった催しは大変盛

んで、こういったイベントのことを一言でサマーキャンプと言います。サマーキャンプと言

えばですね、都会から地方に子供たちが押し寄せるという人気のアクティビティでございま

す。そういったネーミングも含めてぜひ今後も発展していただければと思います。よろしく

お願いします。 

牟田学委員長 

  いいですか。 

中野生涯学習課長 

今の御意見に対しまして、キッズスクールの夏合宿につきましては、ふだん体験できない

ようなことを小学生、中学生のうちに何か一回でも体験してもらおうということで始めたと

ころでございます。既に行った施設等々についてはですね、この前行ったよとかいう意見も

あってですね、なかなかうまくいかないところもあるもんですから、川遊びについてはふだ

んもう見逃している箇所を使ったりとか、それから山登りについてもふだんはそういうこと

はしないよねというようなところをですね、重点的に計画を組んだところであります。また、

名称等についてはですね、またいろんな検討事項もありますので、検討させていただきたい

と思います。それから市外からの参加というようなところがあるんですけども、一度検討は

したんですけども、実際のところ参加料４千円取って、それでまた支出が、いわゆる公金の

ほうから市内の公金からするというですね、一旦はもう市内だけの参加に限らせてもらおう

じゃないかという協議をして、ことしもそういった結論は出したところでした。 

白石純一委員 

  最後に、確かにそういう懸念があるのは確かだと思いますけれども、市外の方には多少参

加費を高く負担してもらってもいいのかなと思います。また、阿久根大島は海水浴場にはほ

とんど行かれたと、生徒さんは行ってると思いますが、裏のほうですとかですね、一周、遊
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歩道も整備されて、終わっているかどうかわかりませんが、そういったところも、また新た

な目線で阿久根大島を見ていただきたいと思いますので、そういったところも検討いただけ

ればと思います。以上です。 

中面幸人委員 

  成果説明書のですね、１１７ページ、１０款５項２目の自治公民館整備についてお聞きし

ます。個別に言ってもよろしいかと思うんで、たくさんの人間でこう考えたほうがまたいい

知恵も出るかもしれませんので、せっかくですのでお聞きしたいと思います。 

  それぞれのですね、地区の公民館がですね、世帯数が多かったりとか、お金を持っている

地区であればですね、新しく建て替えたりするんですけども、やはり人数は高齢化が進んだ

り、世帯数が少なかったりすればですね、なかなかもう年金暮らしになれば、なかなか負担

も難しくて、だったらどうしようかなと言って、もうやっぱりそれぞれ地区によっては考え

ているところもあると思うんですが、特に私が住んでいるところもなんですけれども、新し

く建て替えるのはもう難しいよねと、そうした場合に、部分的に補修していく方法を考えた

時ですよ、例えば屋根の補修であったり、外壁、内壁の補修または昔の汲み取りの深いトイ

レで子供たちが恐れるんですね、そういうのを整備、または今度はエアコンの問題とかある

んですけども、そういうことを考えたときですよ、こういうふうにそれぞれの地区もやって

いるんですけど、これは例えば何年か、３年計画くらいで、例えば仮に部分的に補修してい

く場合に、できるものか、そして補助の割合ですね、その辺あたりをちょっと教えていただ

けませんか。 

中野生涯学習課長 

今、市内にある自治公民館に対しましてですね、この補助事業については、事業費の３

０％ということで補助を行っているわけですけれども、いわゆる区長さんのほうから、前年

度に大体の見積もりをとっていただいて、申請をしていただくわけですけれども、補修が必

要かどうかという件については、その区長さんなり、自治会の方たちによって判断して、今

予算がこれだけ区費があるからというような形でですね、補修をという申請が来るところで

す。その補修をやるかどうかの判断はですね、区のほうにお任せしている段階ですので、う

ちのほうから何年かかけてここ全部をやるというような形にはなっていないところでござい

ます。その区のほうで予算的な関係もございますので、一度にやれるのが一番よろしいんで

すけれども、その部分については年次的に区がやるというようなことであればですね、連続

でも今は何もそれを受け付けないということにはなっていないところです。ですので、区の

中で、申請をしていただいて、うちのほうで予算がつけばですね、それは実行していただく

という形になるかと思います。 

中面幸人委員 

  それとあとですね、トイレなんですけど、トイレもせっかくだったら浄化槽とか、水洗の

ほうがいいわけですけれども、それについても全くこの３０％の中でしかできないものです

か。 

中野生涯学習課長 

今、委員がお尋ねのところですけれども、工事の種類によって、その％を、上下をすると

いう取り扱いに今なっておりません。一律、事業費の３０％という形になっているところで

す。 

中面幸人委員 

  それとあとエアコン等もこう載っておりますけれども、エアコン等についても、やっぱり、

いわば、品物代、工事まで含めた中の３０％でしょうか。 

中野生涯学習課長 

はい、そうです。エアコン等については公民館等広いところがありますから、家庭用につ

いては安くも上がるからというところもあるんでしょうけれども、やっぱり畳が広くなると

額が大きくなります。補修等についてはですね、１件１０万円以上の事業がこの対象に入っ
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てくるということですので、事業費的に１０万を超える場合に申請をしていただいて、それ

の３割を補助するという形になります。 

中面幸人委員 

  もうやはり、お願いになるわけですけれども、仮に３年計画やっても、１年で一遍にやっ

てもかかるお金は一緒なんですよね、そうした時にやはりこの３０％というのをですね、も

う少し上げてもらいたいという気持ちがいっぱいなんですよ。例えば、新しく新築する場合

は、市のほうの補助というのは５０％でしょうかね。 

中野生涯学習課長 

いわゆるこの補助の要綱については、新築、改築、増築、補修なんですけれども、これに

一くくりで３０％というふうになっております。今、整備の事業ではですね、いわゆる今度

は新築となると、多額の予算が必要になりますので、その時にはコミュニティ助成事業とか、

そちらのほうの活用というのが例年そちらのほうを使われるというところが大きいかと思い

ます。 

牟田学委員長 

いいですか。 

中面幸人委員 

  最後になりますが、ぜひですね、なかなかもう先ほどから言いますように、高齢化が進ん

で、年金暮らしのそういう時代になっていきますので、ここらあたりでですよ、やはり改修

についてもですね、この３０％というのをぜひ行政側のほうでですね、御検討いただいて、

やはり早めに上げていただくように努力をお願いして、要望として終わります。 

竹原信一委員 

  決算に関する説明書の６２ページ、この太陽光発電の件なんですけれども、結局ここは、

売電はしないんですね。 

中野生涯学習課長 

はい、ここについては売電はしておりません。 

竹原信一委員 

  それと、この工事にあたってですね、まず、もともとある屋根にそれを載せたわけですけ

れども、追加で屋根の補修とかいう工事は出てこなかったんでしょうか。きれいにしてから

じゃないと載せられないことになったはずですけれども。このそもそも太陽光発電工事だけ

ではなくてね、それを載せるところの部分も含まってたんじゃないかなあ、やるべきじゃな

いかなというふうに思うわけですよ。基礎がおかしくなれば、太陽光は持たないわけですか

らね、雨漏りがしたり、なんだりすること、そういう点検及び工事というのは追加されなか

ったのかな、どうですか、その件については。覚えていない。じゃあ後でいいよ。 

牟田学委員長 

あとからでいいですか。 

[竹原信一委員「はい」と発言あり] 

はい、わかりました。ほかに。 

野畑直委員 

  決算に関する説明書の２０ページ、１６款１項１０目教育費寄附金でですね、文化協会の

ほうで、交流センターの寄附金をということで、これまでされております。いよいよ今年度

中に着工、契約、着工という予定のようですけれども、この文化協会が、最初に寄附された

年度ってわかりますか。 

中野生涯学習課長 

申しわけありません。文化協会のですね、こちらの寄附の先が交流センターの施設整備の

ほうに回されておりまして、整備費のほうは自分たちのほうで把握をしていないところでご

ざいます。申しわけございません。資料がございません。 

野畑直委員 
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  今聞いてわからない部分についてはいいですけれども、資料としてどこかにあるはずです

ので、また後もってでいいですけれども、教えてください。 

  それと平成２７年度で１０万円の寄附ということで、この金額を超えた累計の寄附額はわ

かりますか。 

中野生涯学習課長 

今、資料がございませんので、また後もって答えさせていただきます。 

野畑直委員 

あのですね、５００万円ほどということで、我々としてもいよいよ着工ということになる

のに、５００万円ぐらいとかそうじゃなくて、これまではっきりと幾ら何年から寄附をされ

ていう数字がやっぱり知っておくべきだと思いますので、今でなくていいですので後もって

教えてください。終わります。 

牟田学委員長 

  いいですか、ほかに。 

大田重男委員 

  主要事業成果説明書のところなんですけど、ページ数は１１４ページ、１０款５項１目社

会教育総務費の一番上のですね、地域社会教育活動、この中で生涯学習講座ってあるんです

けど、この中でアグリ講座が非常に人気があるんだと、だからこれで申し込んだ人が何か抽

選があるという話を聞いているんですけど、それは本当ですか。 

中野生涯学習課長 

やはり、大人数になるところにつきましては、抽選という形をとらさせていただいている

ところでございます。やはり一講座ですね、講座にもよるんですけども、２０名を超えてく

ると、やはりそこが把握できないとか、材料とか準備するものについてもですね、用意がで

きなくなる、十分な対応ができなくなるということで、ある程度の、それを超えてもある程

度の対応ができるところまではやるんですけど、それを大幅に超えていくともうそれは抽選

という形をとらさせていただいております。 

大田重男委員 

  私もですね、自分の知り合いの人はですね、最近定年退職してですね、家庭菜園をたくさ

んつくっている人がいるんですよ、今まで仕事をしていて、そういった経験がない人が最近

自分で家庭菜園をつくると、そこでこういったアグリ講座なんかに入れたらいいなという話

だったもんですから、なるべく人気のあるですね、こういった講座というのは生徒数をです

ね、枠を広げてもらえたらと思います。以上です。 

牟田学委員長 

いいですか、ほかに。 

竹原恵美委員 

  成果説明書の１１８ページです。１０款５項２目、脇本地区公民館に対するＬＥＤ、蓄電

池、ソーラーの設置です。それの電力に対する効果を教えてください。 

中野生涯学習課長 

本事業につきましては、避難所の施設強化ということで、自立、分散型のＬＥＤシステム

をここで使おうということで、ここで例えば停電、災害待機に際した場合の停電の時にこう

いうシステムがあればということで設置をしたところでございます。本年度３月に完成して

おりますので、それ以降についてじゃあ停電があったかというと今のところはないところで

ございます。効果としてはそういったところでございます。 

竹原恵美委員 

  運営はそのあと、電力の効果、毎月その館内の消費はそこの上積みの中で利用していると

いうことで、４月以降は数が出てくるということですね。わかりました。 

中野生涯学習課長 

今、竹原委員のほうからは、電気料等の効果というところで、よろしいですか。 
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今、平成２８年度の上半期分で集計をとったところでございます。料金につきましては、

平成２７年度の上半期、４月から９月分までにつきましては、平成２７年度上半期は、８９

万２，７２６円、平成２８年度の上半期につきましては、６７万７，４７２円、計算をしま

すと２１万５，２５４円の減ということになっております。それから、電力量、消費電力量

なんですけれども、２７年度は、上半期は２０，１８４キロワットアワー、平成２８年度上

半期は１１，９０６キロアットアワー、８，２７８キロワットアワーの減となっております。

電力量からいけば４１％の減という数字が出てきております。請求額について、料金につい

ては約２４％という減になっているところでございます。御承知のとおり、電気料につきま

しては、過去１１カ月分の最大使用電力量をもとに基本料金が設定されているところがござ

いますので、現在まだ高い基本料等があるかと思います。今後、その一番ピークのところを

どれだけ抑えるかによってまた効果が出てくるものというふうに考えているところでござい

ます。以上です。 

牟田学委員長 

いいですか、はい。ほかにありませんか。 

山田勝委員 

  成果説明書の中にですね、阿久根市総合文化祭とか、阿久根丹宗律光展とあるんですが、

私は阿久根洋画展にほとんど毎年行ってるんですけどね、去年は特別多かったとしても、こ

としは何人でしたかね、わかってなかったらいいですよ。 

中野生涯学習課長 

ことしの入場者数は約１，２００名だったというふうに記憶をしております。 

山田勝委員 

  私はこう思ってるんですよ。例えば丹宗律光展にしても、文化祭にしてもですね、ポスタ

ーをつくられますよね、ポスターの配布は、ポスターはどの付近にそうしてこう配布される

んですか。掲示されるんですか。 

中野生涯学習課長 

ポスターにつきましては、市内の各事業所、それから公共施設、学校等についてですね、

掲示をお願いしているところでございます。 

山田勝委員 

  実はですね、学校等について、私は文化祭とかですね、そういう例えばボンタンロードレ

ースとかいうような分に、例えばおたくのされるですよ、それの分については、私はその学

校に張ったり、あるいは公共施設じゃなくてですね、より市民に目の入るような場所にです

ね、私は張らないかんと思うんですよ、ですから、どういうふうにそれを思っているのか、

何で私がこう言うかというと、私の関係のあるいきいき館にですね、ことしは宅急便で送っ

てきました。阿久根洋画展がですね、どうも違和感があるんですよね。市内を回って、宅急

便で回すのかな、どうするのかな。 

中野生涯学習課長 

今後その掲示の場所につきましても、いわゆる今委員がおっしゃるとおり、効果的なです

ね、視野に入るところというようなところでですね、また場所等の選定もしながら配布をし

ていきたいというふうに考えております。 

山田勝委員 

  例えばですね、ＡＺがあったり、Ａコープがあったり、そういうね、市民がたくさん集ま

るところにはね、私は今あなたが配布って言われましたよね、配布しましたってわざい御無

礼さんですよね。特に違和感があったのは宅急便で送ってきて、むしろこれを張らせてくだ

さいって、どこにどっかに、こういうふうに私はいつも商工観光課とか来た時に言うんです

けどね、どこに張らせてください、いいですかというくらいのね、熱意は伝わっていいと思

うんですよね。 

中野生涯学習課長 
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掲示のお願い等について、その持ち回りのところについても今後改善していきたいという

ふうに思います。 

山田勝委員 

  そういうふうにね、改善して、来年見らなわからんわけですけどね、どうもな、市役所が

って言えば何でもかんでも皆聞くぐらい思うといどん、全然聞かないですよ、本当ですよ。

やっぱいね、熱意が伝わらないと、それはね、今後ね、検討していきますではなくて、今後

やはり取り組んでいってもらわな困る。 

中野生涯学習課長 

はい、そのようにしたいと思います。 

山田勝委員 

  宅急便で送ったのは本当ですか。 

中野生涯学習課長 

ことしの洋画展については、ポスターの作成と、それから掲示・配布の時間等についてだ

ったと思います、宅急便で送ったところがあるということでございます。 

牟田学委員長 

  いいですか、はい。ほかにありませんか。 

山田勝委員 

  図書館費の中でですね、図書館費の中で、委託料の中で、たしか図書館、設計委託料の話

をちょっとせらったんですが、設計委託料については、一応、去年発注されたんですか。 

中野生涯学習課長 

平成２８年９月までの延長をして、去年、その市民交流センターの実施設計の変更とあわ

せて発注しております。 

山田勝委員 

  発注したということは、もう既に去年の予算で設計は始まっているということですか。 

中野生涯学習課長 

そのとおりでございます。実施設計については平成２８年９月末を持ってそれが完了して

いるというところでございます。 

山田勝委員 

設計については、８月を持って完了をしました。完了しましたということは既にでき上が

っているということですよ。もう１０月ですからね。 

中野生涯学習課長 

  はい、実はあした完了検査を行う予定でございます。 

山田勝委員 

  でき上がっている、市民会館交流センターとは一緒にやらないんだということだったけれ

ど、その後どうなっているんですか。今後。 

中野生涯学習課長 

  この市民交流センターと図書館は一体的な施設ということで、初めから基本設計、実施設

計については同じ形で発注をしているところでございます。ただ、図書館の建設につきまし

ては、御承知のとおり事業費等の増大がありましたので、今後の建設計画としまして、図書

館については建設はまだめどが立たない白紙の状況というところでございます。 

山田勝委員 

  めどが立たない中でですね、めどが立たない中で実施設計は完成しました。あるいは世の

中の流れがですね、また変わって、変えないかん場合も出てくるような気もするんですけど

ね、そんなに早く終わらせていいのかなと思っていますよ。自分の家をする時に、次の世代

に、新たな候補ができたり、新たなデザインができたりするのにね、こんなにね早くでき上

がっていつつくるかわからんのを実施設計ができ上がったで、いいのかなと思うんですけど

ね。どうされますか。 
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中野生涯学習課長 

  先ほども申しましたとおり、本施設は市民交流センターと図書館は一体的なものというふ

うな形で事業を進めてきた経緯があります。また縮小につきましても、市民交流センターが

縮小されたのにあわせて、図書館もそれにあわせた形での縮小というところを図ったところ

でございます。今委員がおっしゃるとおり、建設のめどが立たないというところで、非常に

苦慮しているわけでございますが、その建設に、今後どのような状況になるかというところ

はまだ見渡せないところなんですけど、今、その青写真は描いとくということからもう一緒

に発注をして、完成ができたというところでございます。 

山田勝委員 

  あなたが言う財源の問題もあって、今後、起債のですね、起債の問題等も含めた時にどう

しても、平成３０年度を超えなければ、実行できないというような状況の中でですね、青写

真のままであればいいんだけど、現実にこうやるというのはどうも私はわからんのだけれど

も、私がどんなに言ったって、もうでき上がっていることについてですね、今後何らかの形

で論議がなされていくと思うけれども、ただ、私がどうもぴんとこない部分がある、もう頭

が悪いからでしょうね。いいです。 

牟田学委員長 

  はい、ほかにありませんか。 

白石純一委員 

  山田委員の質問に関連ですけれども、洋画展の告知をポスターでもやられたということで

すけれども、今は特に若い方はＳＮＳを通じた告知を必要とされていると思います。そこで

ちょっと私もＳＮＳ、阿久根市のフェイスブックを今ちょっと見てみたんですけれども、確

かに洋画展の告知はされておられます。ただし、ポスターが載っていないな、あるいはポス

ターができていないのであれば、その当日できていないのであれば前年の様子ですとか、Ｓ

ＮＳの場合じゃですね、写真があるのとないのとでは全く見る方の数が大幅に変わってきま

す。こういったことも考えてぜひ御課だけではなくてですね、市役所を上げてＳＮＳの活用

をしていっていただきたいと思います。以上です。 

牟田学委員長 

いいですか、はい。ほかに。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、認定第１号中、生涯学習課所管の事項について、審査を一時中止いたします。   

この際、暫時休憩します。開催は１時から行います。 

（生涯学習課退室） 

 

（休憩 １１：５７～１３：００） 

 

（商工観光課入室） 

牟田学委員長 

休憩前に引き続き、委員会を開催いたします。次に、認定第１号中商工観光課所管の事項

について審査に入ります。課長の説明を求めます。 

堂之下商工観光課長 

平成２７年度、決算の商工観光課所管分について、御説明申し上げます。商工観光課では、

本市の商工業と観光産業の振興・発展を図るために様々な事業に取り組んでいますが、平成

２７年度は、特に地方創生関連事業として、消費喚起型プレミアム付き商品券発行事業や、

阿久根ファン創出事業として、観光サイトの構築を初め、多くの事業に取り組んでまいりま

した。主要事業の成果説明書は、７１ページから８３ページまでであります。主なものにつ

いて御説明いたします。７２ページをごらんください。７２ページの下の段、テストマーケ

ティング・情報発信業務委託から７４ページまで、事業名の後ろに「阿久根ファン創出事業」
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とあるのが、地方創生先行型事業として取り組んだものであります。７３ページをごらんく

ださい。特に７３ページ、上の段の、産学官金連携事業は、鹿児島相互信用金庫のネットワ

ークを活かした料理雑誌と連動しての都市部での阿久根フェアの開催は好評で、当市の食材

や特産品のＰＲにつながったことはもちろんですが、市内業者の育成にもつながり、大きな

成果があったと思っております。７４ページをごらんください。ふるさと納税特産品発送業

務については平成２７年度新規事業として４月から取組み、１２月からはウェブサイト「ふ

るさとチョイス」からの申し込みとクレジット決済を可能にしたことから寄附額も大幅に増

加いたしました。発送実績は、２，２１４件であり、寄附者本人宛の発送品については、ア

ンケートを同封しました。アンケート調査については３月までに４９６件の返信があり、観

光連盟では、その分析を行い、会員向けのセミナーを実施いたしました。アンケート結果は、

関東・中部・関西の都市圏の４０から５０代が多く、男性が６６％という結果でした。返礼

品については概ね良いという評価であり、特に豚肉やデコポンの評価が高く、改善点として

は、量より種類をふやして欲しい、鶴翔高校の豚味噌やジャム、こっぱ餅、あくまきなど懐

かしいお菓子が欲しいというものがありました。７５ページをごらんください。ふるさと名

物商品券発行業務は、阿久根うに丼祭り、伊勢えび祭りの期間中、アンケート調査への協力

を条件に、５００円の商品券を発行したものであり、対前年比でうに丼が６６８食、伊勢え

びが１，１３８食の増となりました。アンケート調査については、約２万件ありますので、

この分析結果を、今後の観光地づくりに活かしていきたいと思います。７６ページをごらん

ください。消費喚起プレミアム付き商品券発行事業については、阿久根商工会議所に補助金

を支出して実施いたしました。発行総額は２億４，０００万円、換金総額は、２億３，９６

４万円という結果であり、地域経済の活性化が図られたものと考えます。次に８０ページを

ごらんください。にぎわい交流館阿久根駅につきましては、年度当初は直営での運営を余儀

なくされましたが、６月定例会において、指定管理者の指定について、公益財団法人阿久根

市美しい海のまちづくり公社を指定し、指定する期間については、公益社団法人及び公益財

団法人の認定等に関する法律第１１条の認定を受けた日からという議決をいただきました。

その後７月３０日に、鹿児島県公益認定等審議会が開催され、７月３１日に公社の事業追

加・変更に関して県が認定をいたしました。それを受けまして、８月１日、阿久根市美しい

海のまちづくり公社との間で、にぎわい交流館阿久根駅の管理に関する基本協定を締結いた

しました。にぎわい交流館の収益部門については、４月以降８月まで、阿久根市観光連盟に

事業をお願いしていましたが、９月１日からは、まちづくり公社が、株式会社あくねやと委

託契約を締結し、新体制での運営が始まったものであります。様々なイベントを開催しなが

ら、市民に愛される駅舎であると共に観光の拠点としての役割を果たせるよう努めていると

ころであります。 

それでは、歳出予算から御説明申し上げます。決算に関する説明書４２ページ、事項別明

細書は４１ページをお開きください。５款２項１目労働諸費の支出済額、１，１９８万３，

８００円のうち、商工観光課所管分は、１９節負担金補助及び交付金の出水地区職業訓練協

会負担金３万３，８００円であります。 

次に、決算に関する説明書４９ページ、事項別明細書は５０ページをお開きください。７

款１項１目商工総務費は、当初予算額４，１５８万１千円、補正額は５５万６千円、予算現

額４，２１３万７千円で、執行済額４，０７５万１，９２１円であります。補正の主なもの

は、消費者行政活性化補助金の決定によるものであります。１節報酬は、消費生活相談員１

名分の報酬であります。２節給料から４節共済費までは、商工観光課職員の人件費であり、

課長を含め５人分であります。７節賃金は、商工観光課事務補助の臨時職員１名分でありま

す。１１節需用費の支出済額５０万９２６円は、阿久根市消費生活センター啓発グッズとし

て、トイレットペーパーとボールペンの購入費が主なものであり、産業祭来場者及び各公民

館に配布いたしました。１９節負担金補助及び交付金については、日本消費者協会主催の消

費生活相談員・行政職員等研修講座の参加負担金であります。次に、２目商工振興費につい
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て、御説明いたします。事項別明細書の５１ページをごらんください。当初予算額８，９６

９万円、補正額１，４５７万９千円、前年度からの繰越額８，７８５万円で、予算現額は１

億９，２１１万９千円であります。補正額の主なものは、ふるさと納税返礼品事業に係る委

託料が１，０８０万円であり、地方創生加速化交付金事業に係るものについては、６００万

円を３月に補正予算計上し、２８年度に繰り越しております。翌年度繰越額、１３節の４０

０万円は、産官学金連携事業、１９節の２００万円は、鶴翔高校「３年Ａ組」の商品支援事

業補助金であります。１２節役務費で、明許繰越費の不用額が７５万２８８円ありますが、

Ｗｉ-Ｆｉの環境整備業務の契約が遅れたことにより、設置後の保守点検料が不要になった

こと及び当初見込みより保守料が安かったものであります。１３節委託料の明許繰越費の不

用額３５４万３，６２０円は、Ｗｉ-Ｆｉの環境整備業務及び観光サイト構築業務の入札執

行残が主なものであります。１９節明許繰越費の不用額１４８万７，２３５円は、消費喚起

型プレミアム付き商品券発行事業の実績により補助金を確定したものであります。 決算に

関する説明書４９ページをごらんください。８節報償費の主なものは、地域メディアプロデ

ューサー講座、ビジネスシナリオ講座の講師謝金であります。映像撮影取材謝金は、平成２

６年度、平成２７年度の受講生に、観光ポスター１７枚及び動画１本を作成してもらったも

のであり、講座の中で培われた連携から、地域の魅力を伝える力が養成されたものと考えて

おります。１３節委託料については、備考欄記載のとおりの事業を実施いたしましたが、ふ

るさと納税特産品発送業務につきまして、寄附金額の半額を送料込みで返礼品としておりま

すが、３月末での事業を完了させるため、３月２０日発送分までを平成２７年度分として処

理し、その後については平成２８年度の発送としたため、約１９０万円の不用額が発生して

おります。１８節備品購入費は、道の駅の厨房用機器、製氷機等４台を購入、設置しており

ます。１９節負担金補助及び交付金は、４９ページから５０ページにかけて、備考欄記載の

とおり、県中小企業団体中央会等の負担金として３件、補助金として１２件支出しておりま

す。明許繰越分を除いて、不用額が約１，０００万円ありますが、市中小企業振興資金利子

補給及び保証料が主なものであり、補助金の確定が２月末であることから、減額補正ができ

なかったものであります。決算に関する説明書５０ページの上から４行目、物産品販路拡大

事業は、シーフードショーなど１５件の催事に、延べ５１業者が参加し、参加費の一部を補

助いたしました。２１節貸付金は、市中小企業振興資金貸付金であり、市内４銀行に１，０

００万円ずつ預託しているものであります。次に、３目観光費について御説明いたします。

事項別明細書の５１ページをごらんください。当初予算額７，７７３万１千円、補正予算額、

１，５４０万８千円、予算現額９，３１３万９千円で、翌年度繰越額が１，６００万円であ

ります。繰越額は、いずれも地方創生加速化交付金活用事業であり、うち、１３節委託料１，

４００万円は、観光まちづくり戦略策定業務、１９節負担金補助及び交付金、２００万円は、

民泊・体験推進事業分であります。執行率の低いもの、不用額の大きいものについて御説明

いたします。７節賃金が、予算３７万１千円に対し、３万１千円の支出済額で、執行率８．

４％であります。シーズンオフに大島公園施設の塗装作業を予定しておりましたが、８月末

の台風災害により、塗装作業ができなかったものであります。１１節需用費は、不用額１７

３万１１５円で、執行率７８．２％であります。地域おこし協力隊の公用車２台分の燃料費

を計上していましたが、２人１組での取材が多かったため、不用額が生じたことと、印刷製

本費で観光パンフレットの印刷を予定していましたが、観光サイト構築業務の中で、委託業

者の提案により、観光ガイドブックを作成したため、その分の印刷製本費が不要になったも

のであります。その他消耗品等については節約に努めた結果不用額が生じたものであります。

１３節、委託料の不用額３４１万２０８円は、台風災害により、大島公園水運搬業務の実績

が少なかったこと、観光連盟に委託した観光宣伝人材育成支援事業の実績による委託料の減

額が主なものであります。１４節使用料は、１２３万７，７０４円の不用額、執行率６２．

７％でありますが、地域おこし協力隊用の住宅借上げ料、パソコン、公用車のリース料につ

いて、採用が７月２１日からであったこと及び当初見込みより安かったことにより不用額が
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生じたものであります。１９節負担金補助及び交付金の２４４万８，２８８円の不用額は、

各種団体への補助や阿久根大島航路運行事業など、事業実績により補助金の減額をしたもの

であります。それでは、決算に関する説明書の５０ページをごらんください。１節報酬は、

７月２１日採用の地域おこし協力隊２名分の報酬であります。月額１６１，５００円、１３

節委託料は、大島公園管理業務ほか、備考欄記載のとおり、１７件の業務委託を実施いたし

ました。にぎわい交流館阿久根駅指定管理業務は、８月１日から阿久根市美しい海のまちづ

くり公社に委託したため、８カ月分であります。下から４行目、観光宣伝人材育成支援事業

は、県の雇用創出事業地域ひとづくり事業を活用して、平成２６年度からの継続で平成２７

年６月まで、観光連盟に委託して実施したものであります。１５節工事請負費は、ガス漏れ

が指摘されていた阿久根大島公園Ｃ棟ガス配管改修工事を１７５万５千円で実施いたしまし

た。１６節原材料費は、脇本海水浴場駐車場の砂利等の購入や駐車場内にある井戸の建屋修

繕用材料費等の購入費であります。１９節負担金補助及び交付金は、備考欄に記載のとおり、

負担金として４件、補助金として７件であります。５１ページ、上から７行目、１周年記念

事業補助事業４１万７６１円は、にぎわい交流館阿久根駅の開業１周年を記念して、うに殻

アート体験会及びスペシャルライブを実施したもので、観光連盟に補助したものであります。

次に、４目企業立地対策費は、当初予算額、６０万４千円に対し、鹿児島県企業誘致推進協

議会の負担金、４万７，２００円のみの執行であります。予定されていた県主催の企業立地

懇話会に業務の都合で参加できなかったことと、企業誘致相談の機会がなかったため、執行

しておりません。 

次に、決算に関する説明書は６５ページ、事項別明細書は６９ページをごらんください。

１１款５項１目単独商工施設災害復旧費でありますが、台風１５号により被災した大島公園

の災害復旧に係る経費であり、まず、予備費から３１１万４千円を充用し、調査設計費と調

査の障害となる倒木撤去費用に充てたものであります。調査設計業務は、２８９万４，４０

０円、樹木伐採業務は、２１万７，７２８円であります。その後１２月に補正予算を計上し

たものであり、１１節需用費は、バンガロー６棟の修繕費であり、９１万６千円の予算に対

し、８５万３，２００円の執行済額であります。１３節委託料は、バンガロー２棟の解体業

務と大島公園内の電気配線調査業務として１０１万６千円の補正予算を計上いたしました。

バンガロー２棟の解体業務は、６６万９，６００円で、電気配線調査業務は３０万２，４０

０円で委託し実施いたしました。１１款５項２目補助商工施設災害復旧費は、国の都市災害

復旧事業の対象となったことから補正予算を計上したものであります。１１節需用費は、災

害復旧事務に係る消耗品費として、工事費の１．５％の２０万１千円を計上いたしましたが、

執行はありませんでした。１５節工事請負費は、大島公園海の家Ｃ棟、センターハウス及び

バンガロー２棟の災害復旧工事費であり、平成２８年度に繰り越して実施いたしております。 

次に、歳入予算について、御説明いたします。歳入については、決算に関する説明書で、

説明させていただきます。１０ページをごらんください。１２款１項５目１節商工使用料に

ついては、温泉使用料と大島渡船場使用料が主なものであります。収入未済額１，１００円

については、大丸公園の電柱使用料でありますが、平成２８年６月１日の納入となったため、

収入未済となったものであります。次に、１２ページをごらんください。１２款２項５目、

商工手数料２００円については、にぎわい交流館阿久根駅の運営に関し、証明を求められた

ため、証明書発行手数料として２００円徴収したものであります。 

次に、１６ページをごらんください。１４款２項４目３節、鹿児島県緊急雇用創出事業臨

時特例基金事業補助金は、実績により事業費が確定したもので、１８７万１，８１８円の収

入済額であります。歳出、商工振興費の委託料、雇用創出及び人材育成支援事業と、観光費

の委託料、観光宣伝人材育成支援事業に係るものであります。次に、１７ページをごらんく

ださい。１４款２項６目１節、商工費補助金は、消費者行政活性化補助金７８７，５６０円、

地域振興推進事業としてメディアプロデューサー講座に係る地域の魅力発見・発信力育成事

業補助金、２２２万８千円、北薩摩食の祭典開催事業補助金、１０５万円であります。次に、



 

- 24 - 

１８ページをごらんください。１４款３項６目１節、商工費委託金、１２万１千円は、権限

移譲に係るもので、計量法に基づく事務費、９万７千円と自然公園法に基づく事務費２万４

千円であります。 

次に、２０ページをごらんください。１６款１項１目１節、一般寄附金のうち、あくね応

援寄附金は、いわゆるふるさと納税であり、２，５４３万５千円の収入済額であります。 

次に、２１ページをごらんください。１９款３項３目１節商工費貸付金元利収入、４，０

００万円は、阿久根市中小企業振興資金預託金元金として、４銀行に１，０００万円ずつ預

託していたものを年度末に、市に返納してもらったものであります。次に、１９款５項４目

２０節雑入ですが、２２ページをごらんください。備考欄の上から１４行目、大島渡船場光

熱水費、１３万３，１２８円、その下に、光熱水費負担金、２５万９，２８８円とあります

が、このうち、１８万４，０２５円が、にぎわい交流館阿久根駅直営期間における食堂、売

店部分に係る電気・水道料、じんかい処理費用等の観光連盟からの負担分であります。備考

欄の下から１０行目に旧国民宿舎使用料１２万円となっていますが、これは、旧国民宿舎使

用料の残額であり、昨年７月までは分納計画に基づき、毎月３万円ずつ納入がありましたが、

その後途絶えている状況であります。収入未済額２８万３，６０６円は、滞納繰越処分いた

しました。随時、催促の通知を出して納入に努めているところであります。２３ページをご

らんください。備考欄の中ほどにあります、脇本海水浴場電気料は、自動販売機電気料であ

り、１行飛んで、地域メディアプロデューサー育成事業受講料として、２４万円の納入があ

りました。一番下のあっくん商品販売収入、１３万２，６００円は、あっくんグッズを観光

連盟に委託してテスト販売したものであります。 

次に、２４ページをごらんください。２０款１項６目１節商工債３１０万円は、物産品販

路拡大事業に充てるものであります。 

以上で、説明を終わりますが、答弁につきましては、私及び課長補佐から答弁させていた

だきますので、よろしくお願い申し上げます。 

牟田学委員長 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。ありませんか。 

竹原恵美委員 

成果説明書の７４ページ、７款１項２目です。Ｗｉ-Ｆｉ環境なんですが、これに対して

はその利用状況、成果など教えてください。 

堂之下商工観光課長 

このＷｉ-Ｆｉ環境整備につきましては、３月末までに工事を完了しております。市内４

か所に設置をしましたが、その後の成果ということでございますけど、そのアクセス数等、

まだ把握しておりませんので、申しわけございませんが、今のところお答えできません。た

だ、無料で使えるということですので、観光客の方には喜んでいただけているのではないか

と考えております。 

竹原恵美委員 

成果説明書８０ページです。７款１項３目で、阿久根駅、これは途中で運営の主体が変わ

っているんですけれども、流れとして、売上、利用者数を教えてください。 

堂之下商工観光課長 

４月から直営で運営していた時期でございますけれども、人数の把握はしておりませんが、

売り上げの合計が、４月から８月までで、この５カ月間で７１６万３６１円の売り上げが上

がっております。人数の把握はしておりませんが、前年度も大体食堂の平均を８００円、カ

フェの平均を３００円という形で、見込みで見ておりますけれども、それと同じような計算

でいきますと、この期間だけで、２，８４０人の利用があったんではないかというふうに考

えております。その後は、９月からはポスレジを阿久根駅のほうで導入しておりますので、

レジの通過者ということで人数の把握をしております。９月から３月までで１万３７３人と

いうレジの通過者があったということで報告を受けております。 
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牟田学委員長 

いいですか、はい。ほかに。 

中面幸人委員 

成果説明書の７４ページ、７款１項２目、ふるさと納税特産品発送業務についてお伺いを

いたします。発送等もですね、約３倍の実績ということでございますが、先ほど課長のほう

からもいろんなアンケート等ですね、地元の、昔懐かしいものとかそういうのをいいんじゃ

ないかという話もありましたけれども、当初、今、平成２５年度、２７年度と今、２８年度、

いろんな返礼品等がふえている状況なんですが、その辺あたりちょっと説明できますか。 

牟田学委員長 

  返礼品の数。数と種類ですかね。 

中面幸人委員 

  はい、返礼品の数等がインターネットで見れば、当初とすれば大分ふえておりますけれど

も、もうそんなに詳しくはいらないですけど、どのような。 

堂之下商工観光課長 

４月に始めた当初は１０種類の品物で始めたんですけれども、１０月から随時ふやしてい

きまして、１２月には４０くらいの種類のものがあったように記憶しております。ただ期間

限定のものもございますので、特にデコポンとか、タケノコとかいうのは、時期が限定され

ますので、そういったものもございます。今、現在４月以降も随時、毎月何品かずつ更新を

してきておりますので、特にまたことし１０月からは肉の種類もふやしております。そうい

った形で、やはり種類がないと選んでいただけないということで、種類をふやしていく形で

取り組んでいるところでございます。 

中面幸人委員 

いわば、ふるさと納税を今度はされる方についてですけれども、何か難しいかもしれませ

んが、例えば出身者が多いのか、もう全然関係ないところが多いのか、その辺あたりは把握

はできないんですか。 

堂之下商工観光課長 

出身者かどうかというところまでは把握しておりませんけれども、やはり関東阿久根会だ

ったりとか、近畿地区阿久根会だったりとか、そういった郷土会に対してお知らせをたくさ

んしておりますので、そういうところが多いんじゃないかと思っております。先ほど申し上

げましたとおり、関東、関西、中部地区が多いということでございますので、そういうとこ

ろがあるかと思います。 

中面幸人委員 

企画調整課での話でですね、平成２７年度は２，５００幾ら、それからこう考えれば本年

度はどっか４，０００万くらいという話もされましたけれど、その辺あたりは課長としては

どのように感じておられますか。 

堂之下商工観光課長 

ことしの当初予算であげましたのは、４，０００万円一応目標でありますけれども、今、

現在で２，６００万を超えている状況でございますので、１０月、１１月この辺ピークにな

りますので、もっとふやしたいと思っております。 

中面幸人委員 

今、テレビ等でですね、都心、東京等なんかがふるさと納税のせいで税が減収しているよ

うな話をされて、総務省なんかの話も聞いたりしますけど、そういういろんな返礼品等の過

度というか、何というか、そういう返礼品等で、例えばいろんな総務省から、何かそういう、

いろんな指示みたいなのが、そういうのはまだないんですか。 

堂之下商工観光課長 

やはり、あまり返礼品の寄附額に対して割合が高いものはその控えるようにというものと

か、あるいは換金制の高い品物については出さないようにして欲しいとか、そういった指導
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はあるようでございます。 

中面幸人委員 

あとですね、例えばいろいろなアンケートもとられているようでございますが、これから

先、拡大していくために、それこそアンケートも必要であります。何か今度は逆にこの返礼

品等についてですよ、何かよくなかったよとかそういうのもございますか。 

堂之下商工観光課長 

今のところ品物についてのクレームというのはないと思っております。 

中面幸人委員 

最後にですが、いろいろ交流人口をふやしてですね、いわば地元産業の活性化につなげて

いこうというような形でもいろいろ事業も展開しているわけなんですが、このふるさと納税

によって、返礼品等を行っている業者の、市内の産業の皆様方の声というか、そういうのは

何か感じるところはございますか。このふるさと納税推進に当たって。 

堂之下商工観光課長 

品物によって、注文の数もばらばらであるので、それぞれの事業所において、この恩恵を

受けた思いがあるところ、ないところ、いろいろあると思いますけれども、ただ、これだけ

の売り上げがあるということでございますので、地域経済にはそれなりの効果はあったとい

うふうに考えておりますし、またもっともっと市を上げてこういった産業の育成というか、

推進をしていければというふうに考えております。 

牟田学委員長 

はい、ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、認定第１号中、商工観光課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（商工観光課退室、都市建設課入室） 

 

牟田学委員長 

次に、認定第１号中、都市建設課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を求め

ます。 

冨吉都市建設課長 

平成２７年度の都市建設課所管の主要事業の概要から説明させていただきます。主要事業

の成果説明書は、８４ページから１０２ページとなります。初めに８４ページをお願いいた

します。市が管理します市道は、平成２７年４月１日現在、６４６路線で、実延長３８万６，

８８５．３８メートルとなっています。改良率は、全体で６５．５％、舗装率は、全体で９

８．９９％となっています。市道の維持管理業務としまして、パトロールによる巡回を行う

とともに、市民や区長からの損傷箇所や危険箇所の通報等に対応し、維持改修工事、伐開委

託、直営班による補修等を実施し、通行の安全向上に努めているところであります。また、

北薩空港幹線道路や南九州西回り自動車道の整備促進を図るため、各種協会に加入し整備促

進に取り組みました。結果としまして未事業化区間でありました南九州西回り自動車道の阿

久根川内道路が平成２７年４月９日に、北薩空港幹線道路の阿久根高尾野道路が平成２８年

４月１日に新規事業化区間に決定されました。今後は、早期開通に向けて取り組みを行って

いくこととしています。次に８５ページから８６ページをお願いいたします。道路維持費関

係でありますが、防災・安全社会資本整備交付金事業の舗装修繕事業により市道牧内桑原城

線の舗装修繕工事ほか４工事と、通学路交通安全事業により市道高之口山下線の歩道整備工

事ほか４工事を実施し、通行の快適性や児童生徒の通学等の安全向上を図りました。同じく、

市単独道路改修事業としまして、測量設計や改修工事等３１件を８，６５５万円で実施し、

通行の安全向上や整備の促進を図りました。次に８７ページから８８ページをお願いいたし

ます。道路新設改良費関係でありますが、過疎対策事業の中央線大川は、年度初めに建物等

の補償交渉が整い、平成５年から着手しました１，１００メートルの事業区間が、２５５メ
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ートルの表層の舗装工事を残して改良工事が完了しました。また、新焼却処分場に通じる新

設道路の事業用地購入と立木補償を行い整備の促進を図りました。社会資本整備総合交付金

事業では、整備の促進を図るため、槝之浦深田線と折口大辺志線の土地評価業務委託と、事

業用地の購入、立木補償を行い、尾城線においては、拡幅改良工事１９２．６メートルと流

末排水路工事１８７．５メートルを実施し、通行の安全向上と整備の促進を図りました。単

独事業負担金の２，４３５万２千円は、新焼却処分場に通じます出水市の市道菜切線の道路

改良事業に伴います負担金を支出したものであります。橋りょう維持費関係でありますが、

橋りょうの長寿命化計画に基づき、防災・安全社会資本整備交付金事業により、設計業務委

託と修繕工事を実施し、橋りょうの長寿命化を図りました。次に９１ページから９２ページ

をお願いいたします。公園費関係でありますが、公園施設長寿命化計画に基づき社会資本整

備総合交付金事業により老朽化した中央公園ほか１公園の施設改築工事を実施し、利用者の

安心・安全の向上を図りました。また、宝くじ助成金を利用したコミュニティ助成事業によ

り番所丘公園ユニバーサル遊具設置工事を実施し、子供から高齢者までの公園利用の促進を

図りました。次に９３ページをお願いいたします。都市下水路費関係でありますが、高松川

との合流付近から市道大丸中線までの延長２３５．６メートルの大丸都市下水路の整備計画

を行い、平成２７年度は３４．６メートルを整備し大丸地区の生活環境の改善に努めました。

街路事業費関係でありますが、社会資本整備総合交付金事業の都市再生整備計画事業により、

市道琴平浜中央線等の測量設計業務委託を実施し、再生基本計画に基づく道路整備計画に努

めました。９４ページをお願いいたします。住宅管理費関係でありますが、現在の市営住宅

管理戸数は、公営住宅５１６戸、一般住宅８戸の合計５２４戸であり、住宅の維持修繕事業

としまして下木場住宅敷地内道路補修工事、鶴見タウン量水器取替工事、寺山住宅共用部扉

復旧工事を実施し、施設の適切な維持管理に努めました。９６ページから１０２ページは、

業務委託及び請負工事等を記載していますのでお目通しをよろしくお願いいたします。以上、

都市建設課所管の主な事業の説明を終わります。 

引き続き歳入・歳出につきまして、決算事項別明細書及び決算に関する説明書により報告

を行いますのでよろしくお願いいたします。 

事項別明細書と、決算に関する説明書を併用して、歳出から御説明いたしますが、先に報

告させていただいた主要事業以外の主な事項について報告させていただきますので、よろし

くお願いいたします。事項別明細書の４４ページ、決算説明書は４５ページをお開きくださ

い。６款農林水産業費、１項農業費、６目国土調査費、１３節委託料の１４９万４００円は、

市街地おける基準点の復元と地籍誤り等訂正測量業務委託が主なものであります。次は、事

項別明細書の５２ページ、決算説明書は５１ページになります。８款土木費、１項土木管理

費、１目土木総務費、１４節使用料及び賃借料の１４１万１，５６０円は、土木積算システ

ムハード・ソフトウェア及び複写機の使用料であります。次に、事項別明細書は５３ページ

になります。２項道路橋りょう費、１目道路橋りょう総務費、８節報償費の４６０万２千円

は、市内の各区が行った市道・河川の伐開清掃に対する謝金であります。１３節委託料の５

０４万１，５０２円は、市道用地測量業務委託８１万８，５９０円、道路台帳作成業務委託

４００万円が主なものであります。次に、決算説明書は５２ページになります。２目道路維

持費、１３節委託料の支出済額１，９６３万６，２００円は、市道阿久根出水線など５路線、

延長２５．２４キロメートルの伐開委託１，１８２万６，２００円と、道路維持修繕事業に

伴います測量設計業務委託７件分及び、社会資本整備総合交付金事業によりますＦＷＤ調査

業務委託７８１万円であります。１６節原材料費の６０６万９，３５７円は、道路補修資材

のアスファルト合材や砕石・セメント・蓋版等の購入費用と、里道整備等で支給する原材料

費であります。次に、事項別明細書は５４ページになります。３目道路新設改良費、１３節、

委託料の８３６万９千円は、社会資本整備総合交付金事業の市道槝之浦深田線の土地評価業

務委託の２５９万１千円と、折口大辺志線の土地評価業務委託５７７万８千円の２件分であ

り、 国庫補助率は６０％であります。１７節公有財産購入費の５０３万４３９円は、道路
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新設改良に伴います槝之浦深田線２筆、折口大辺志線２６筆、中央線（大川）１筆及び新焼

却場取付道路８筆の４路線の用地購入費であります。１９節負担金補助及び交付金の２，５

３５万２千円のうち、１００万円は、県が実施しました地方特定道路整備事業「脇本赤瀬川

線」の事業費に対する地元負担金であります。６目交通安全施設整備費、１５節工事請負費

の７５６万７千円は、市道１４路線において、ガードレール、区画線、道路灯などを設置し、

逸脱防止や交通事故の抑制を図り、通行の安全向上に努めました。次に、事項別明細書は５

５ページ、決算説明書は５３ページになります。３項河川費、２目河川維持費、１３節委託

料の１５０万円は、田島川、愛宕川の２河川について、流れを阻害する雑草を除草する河川

伐開委託を実施したものであります。これにより、河川の環境改善が図られました。４目砂

防費、１５節工事請負費の８４０万４千円は、平成２６年度の豪雨により被災した尻無区南

畑２地区における、県単急傾斜地崩壊対策事業の工事請負費の繰越分であります。１９節負

担金補助及び交付金の１１０万円は、県営急傾斜地崩壊対策事業仲仁田地区と、尻無１地区

の総事業費２，０５０万円に対する市の負担金であります。次に、４項港湾費、２目港湾建

設費、１９節負担金補助及び交付金の８００万円は、黒之浜港改修工事費３，０００万円に

対する市の負担金であります。次に、事項別明細書は５６ページになります。５項都市計画

費、１目都市計画総務費、１３節委託料の１，２００万３，４４４円は、都市計画基礎調査

業務委託費の１，１８８万円が主なものであります。都市計画基礎調査は、都市計画法第６

条に基づき、都市計画の運用を行うための基礎となる調査であります。１９節負担金補助及

び交付金の８４万７千円は、潟土地区画整理事業地内の未処分市有地の購入者３件分の定住

促進補助金８０万円が主なものであります。不用額の４６０万２千円は、定住促進補助金の

執行残金であります。次に、決算説明書は５３ページから５４ページになります。３目公園

費、１３節委託料の３，６９３万３，４０９円は、番所丘公園及びその他公園等の管理委託

費が主なものであります。次に、事項別明細書は５７ページ、決算説明書は５４ページにな

ります。５目街路事業費、１３節委託料の８９６万４千円は、「うみ・まち・にぎわい」再

生整備基本計画に基づく、市道琴平浜中央線外３線の測量設計業務委託費であります。１５

節工事請負費の１，３０３万６千円は、「うみ・まち・にぎわい」再生整備基本計画に基づ

く、市道琴平南通り線ほか１線の整備に係るもので、設計協議等で時間を要したことから平

成２８年度に繰り越しを行ったものであります。次に、６項住宅費、１目住宅管理費、１１

節需用費の５４９万７，６３３円は、ふれあい住宅の浄化槽修繕料の５３万６４円と、その

他住宅の修繕料の４７１万８，９６５円が主なものであります。１３節委託料の４４２万６，

０８８円は、寺山住宅のエレベーター保守点検業務委託の２９５万４，８８０円が主なもの

であります。次に、事項別明細書は５８ページ、決算説明書は５５ページになります。１７

節公有財産購入費の１９３万７，４５１円は、市営住宅の設備等更新の風呂釜・流し台・換

気扇等の購入費であります。２目住宅建設費の２億３，４８０万３千円は、寺山住宅６号棟

建設事業に係るものであり、補助金の交付決定が遅れたことから平成２８年度に繰り越しを

行ったものであります。 

次に、事項別明細書は６９ページから７０ページ、決算説明書は６５ページをお願いしま

す。１１款災害復旧費、６項土木施設災害復旧費、１目単独土木施設災害復旧費の１３節委

託料の２９１万６千円は、台風１５号により倒木の被害があった番所丘公園ほか５公園と、

横座トンネル坑口広場の樹木復旧及び撤去作業委託と、市道大川本線の測量設計委託であり

ます。１４節使用料及び賃借料の１，４１２万１，７０２円は、梅雨前線豪雨や台風１５号

及び秋雨前線豪雨等により発生した崩土の除去・風倒木の運搬等に使用しました重機借上料

であります。なお、委託料と使用料及び賃借料は予備費から、２１５万２千円と８０５万１

千円を流用しています。２目補助土木施設災害復旧費、１５節工事請負費の２，４００万８

４０円は、平成２７年度の梅雨前線豪雨により発生した市道６件２，２１６万４，８１６円

と市管理河川１件１８３万６千円の災害復旧工事費であります。 

次に、歳入について御説明いたします。事項別明細書の３ページ、決算説明書は８ページ
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をお願いいたします。１０款交通安全対策特別交付金、１項１目１節交通安全対策特別交付

金の３１３万２千円は、交通違反反則金の収入を各地方公共団体に配分されるもので、交通

事故の発生件数や人口などにより配分が決定されるものであります。 

次に、事項別明細書は４ページ、決算説明書は９ページになります。１１款分担金及び負

担金、２項負担金、２目土木費負担金、２節道路橋りょう負担金の５６万６千円は、新焼却

場取付道路新設改良事業の阿久根市事業分に対する出水市、長島町の負担金であります。 

次に、事項別明細書は５ページ、決算説明書は１０ページになります。１２款使用料及び

手数料、１項使用料、６目土木使用料、１節道路橋りょう使用料の７３９万８，７６５円と、

２節都市計画使用料の９万２，１１４円は、市道や公園、都市下水路等において、電柱・電

話柱の占用料が主なものであります。３節住宅使用料の８，２０７万２，６６０円の内訳は、

市営住宅使用料が８，０２０万４，８００円、駐車場使用料が１７４万８千円、電柱・電話

柱等の占用料が１１万９，８６０円となっております。なお、住宅使用料及び駐車場使用料

を含めた平成２６年度との収納率の比較では、平成２６年度の収納率が８６．６０％であり

ましたが、平成２７年度の収納率は８６．４１％となっており、前年度比０．１９％の減と

なりました。また、滞納額につきましては、前年度より６８万３千円の増額となっています。

平成２７年度は、住宅使用料の徴収対策として、毎月の督促状の送付のほか、７件の誓約書

の締結、２７５回の夜間徴収と電話相談を実施してきました。平成２７年度の徴収率につき

ましては、前年度比で０．１９％の減であったものの、滞納者の実質人員では２名の減とな

りました。本年度においても、新たな滞納者がふえないよう日頃から納入状況を監視し、遅

れた方に対しては訪問・指導を行い、比較的初期の段階において、滞納者に対し面談・支払

督促等を行い、悪質な滞納者に対しましては、公平性を確保するため、法的処置を含めた徴

収対策に努めてまいりたいと考えております。 

次に、事項別明細書は８ページ、決算説明書は１３ページになります。１３款国庫支出金、

１項国庫負担金、１０目災害復旧費国庫負担金、９節土木施設災害復旧費負担金の１，６０

０万８千円は、道路６件、河川１件の災害復旧工事費に係る負担金であり、補助率は６６．

７％であります。次に、事項別明細書は８ページから９ページ、決算説明書は１４ページに

なります。２項国庫補助金、７目土木費国庫補助金、２節道路橋りょう費補助金の９，０２

４万３千円は、社会資本整備総合交付金事業によります、道路改良工事３路線、舗装修繕工

事５路線、歩道整備工事５路線、橋りょう長寿命化修繕２件の事業に対する国庫補助金であ

ります。国庫補助率は補助対象額に対し、６０％であります。５節都市計画費補助金の１，

０５０万円は、社会資本整備総合交付金事業によります公園の施設改築工事に対する国庫補

助金であります。補助率は補助対象額に対し、５０％であります。 

次に、事項別明細書は１２ページ、決算説明書では１７ページになります。１４款県支出

金、２項県補助金、７目土木費県補助金、３節河川費補助金の７５０万円は、平成２６年度

からの繰り越し事業の尻無区の南畑２地区県単急傾斜地崩壊対策事業に対する県補助金であ

り、補助率は５０％であります。５節都市計画費補助金の５９４万円は、都市計画基礎調査

業務委託に対する補助金であり、事業費の２分の１を県から補助を受けたものであります。 

次に、事項別明細書は１４ページ、決算説明書では１９ページになります。１５款財産収

入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入、１節土地建物売払の１，６０７万９，９０５

円のうち、８２０万円は、潟土地区画整理事業の未処分市有地の売却に伴う収入であります。 

次に、事項別明細書は１７ページ、決算説明書は２１ページから２２ページになります。

１９款諸収入、５項雑入、４目雑入、２０節雑入の１億２，６８０万３，５３５円のうち、

都市建設課関係の主なものは、説明書の２２ページ、寺山団地維持管理県負担金の６５万７，

０５５円と全国公営住宅火災共済機構からの共済金５０万円であります。収入未済額の５３

８万４，８１３円のうち、都市建設課所管の分につきましては、潟土地区画整理事業の清算

金の未徴収金の６０万５，５９９円であります。 

次に、事項別明細書は１８ページ、決算説明書は２４ページから２５ページになります。
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２０款市債、１項市債、７目土木債の、道路りょう債の２億２，１００万円、河川債の１４

０万円、港湾債の８００万円、都市計画債の４，２１０万円は、それぞれの対象事業費に市

債を充てたものであります。次に、事項別明細書は１９ページ、決算説明書は２５ページに

なります。１０目災害復旧債の、道路橋梁施設災害復旧債の７３０万円と河川施設災害復旧

債の６０万円は、それぞれの対象事業費に市債を充てたものであります。 

以上で都市建設課所管に係る、平成２７年度決算の概要説明を終わりますが、質問の答弁

につきましては、課長、不足の場合は担当係長から説明させていただきますのでよろしくお

願いいたします。 

牟田学委員長 

課長の説明は終わりました。この際、暫時休憩します。 

 

（休憩 １３：３８～１４：０４） 

 

牟田学委員長 

  休憩前に引き続き委員会を開催いたしますが、委員会開催中はむやみに席を外さないよう

にしてください。生理現象は仕方がありませんけれども、そのほかはむやみに席を外さない

ようにお願いいたします。それでは、これより質疑に入ります。 

野畑直委員 

  主要事業の成果説明書の９３ページ、８款５項５目街路事業費の社会資本総合交付金事業

の２件の測量設計業務委託ですけれども、この２件については、市外業者だけの指名だった

と記憶しているんですけれども、これは間違いないですかね。 

冨吉都市建設課長 

そのとおりです。 

野畑直委員 

  この測量設計業務委託ということで、何かの事情があって役所としてはそういうことをさ

れたと思うんですけれども、今、測量業務と設計業務と分けることが私はできると思ってい

るんですけど、というのは、もう測量については電子納品となっているわけだから、できる

だけ市内の業者にやはりちょっとでも委託費が落ちるようにですね、してもらいたいと思う

んです。この中で、８９６万４千円のうち、測量業務と設計業務に分けた場合幾らずつにな

ってますか。 

冨吉都市建設課長 

合算で上げてありますので、中身については、後もって報告したいと思いますがよろしい

でしょうか。 

野畑直委員 

  今、数字的にわからない分であれば後でいいですけれども、今の考え方ですけれども、課

長はどのように考えられますか。私が今言った、測量と設計と分けて発注できるのじゃない

かと考えているんですけども、これだけあれば測量でも相当な額に上がると思うんですが、

課長の考えはどうですか。 

冨吉都市建設課長 

いろいろな部分があると思われますが、分離発注をした場合ですね、経費等もそれに上乗

せが入ってきますので、そこら付近はよく設計等の中身と測量の中身等を考慮して同時に発

注しなくてはいけないものについては、やはり関連性がありますので、データをもらってか

らまたそのデータを設計会社のほうにお渡しして、それに計画を入れてもらうというところ

がありますので、そこら付近はよく中身を検討して発注すべきだと思っています。以上です。 

野畑直委員 

  こういう話をするとですね、すぐその分離発注をすると経費が高くなるという、建設業に

おいては、そういう可能性が高いと思いますよ。しかし、測量の経費と設計の経費は全く積
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算は違うんだから、そういうことは、私はないと思いますけれども。 

冨吉都市建設課長 

そこら付近、私も中身までしっかり見ていませんので、まことに申しわけありませんが、

そういうことであればですね、きちっとそういうところ精査して、分離発注をかけていくと

ころは、分離発注をかけるということで考えています。以上です。 

野畑直委員 

  後もって、その積算の内容について、私もデータをいただけると思っておりますけれども、

このような、どうしても設計については市外に発注しなければならないというのは、そこま

で私は言いませんので、今後はやはり注意して法人税を納めてもらっている市内の業者に少

しでも発注して市税としても増収になるわけだから、そこら辺を考えて少々ですね、高くな

った場合に、例えばですよ、これは８９６万です、まあ１，０００万としてですよ、あなた

の言う諸経費が幾ら高くなるのかという時でも、それについては、分離した分で諸経費等も

下げてもいいんじゃないですかって私は思いますよ。ゼロになるよりも、そういうこともあ

りますので、この測量設計ばかりでなくて、建設業においても合算経費から割ることもいい

んじゃないかと思いますけどね、そういう考えで分離発注できるものについては、今後は注

意して発注してもらいたいと思います。よろしくお願いします。 

牟田学委員長 

はい、ほかに。 

竹原信一委員 

  にぎわいづくりでいろいろ通りなど工事がされてきているわけですけれども、目的がにぎ

わいづくり、商店が、道路などがよくなったことでお客さんが集まる状況をつくるというこ

とが目的であるならば、そのなんていうかな、今までやってきて、その成果といいますか、

投資に見合った成果がなければいけないわけですよね、それはどうやって測っているんです

か。 

冨吉都市建設課長 

今、でき上がったばかりで、成果という部分を今きちっと求めているところはないわけで

すけれど、今、でき上がったところの、人、人を歩かせるということで、このうみ・まち・

にぎわいの整備計画はできていますので、計画されていますので、その部分について人がど

れくらい歩くのかというのは今後検証していきたいというふうに思います。 

竹原信一委員 

  そうじゃなくてですよ、実際は、どういう状態をその事業の成功と言えるのかという物差

しはですね、これ、事業する前に決めないかんことなんですよ、ね、そうでしょ。それがな

いままに、道路がきれいになれば人が集まるはずだろうという程度で、外注をしている、設

計をですね、全体の画も含めて、そして出てきたものを見て、これは本当に成果につながる

んだろうかという視点がない、ないですよね。これを見たら、ああきれいだ、金かけたとこ

ろが人間集まるはずだとその程度の感覚で、工事設計にまた発注してしまう。実際にはまち

づくりというのはそこに住んでいる人や、商店の人たち、そういった人たちとの相互関係で

つくっていくものなのに、都市建設課が画を描き、発注し、工事をやって、結果どうするの

って、ね、うまくいったと思ってます、どうやって最初で測らないかん、つくっておかない

かん物差しがないわけですから、今、補佐が商工観光課の兼務という状況というのはすばら

しいことだと思います。でもタイミングがあまりにも遅すぎる。順番がもう逆さもいいとこ

なんですよ、これは。こんな調子だからね、課ごとにそのなんていうのかな、自分ところの

役目はそれぞれ頑張った、頑張ったけれどもなぜかうまくいかない。そして、どの課にも責

任がない。ね、トータルとしてものを見る能力が議会にも市長にもないからなんですよ、そ

の責任があるということを議会も市長も自覚していないんですよ。でも、役所の職員のほう

は言われたことをちゃんとやる、トータルとして非常に悲しいことになり続けているという

ことなんですね。ですから、これを打開するには、もうそれぞれが能力を付けないかんわけ
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ですよ、自分たち、誰も議会のほうはあてにならない、市長もあてにならない、自分たちが、

お店の人たちも会って話をしたりしてね、やっていかないかん、そういう視点でやってから、

そして課を超えてね、市民を怖がっちゃだめですよ。そして、声が大きい人のために物事を

やるもんだから、ますます甘えていく。お客さんを大事にしないで、役所の力を使って自分

のところに金を伏せようとする人たちばかりの行政になってしまう。国も一緒ですけれども、

そこんところをね、本当に一番、どっちかといえば貧乏な人たちというかな、あるいは何も

持っていない人たちのところと一緒につくっていくという体制が、気持ちが伝わるように動

いてください。他の課も全部ですよ、そうしないと本当に誰もわからんうちにさびれてしま

っていっている。これが続いてしまいますよ。よろしくお願いします。 

牟田学委員長 

いいですか。 

渡辺久治委員 

  ８款２項３目、成果説明書では、８７ページ、一番下の社会資本整備交付金事業で、槝之

浦深田線についてですけど、これは公有財産購入費が７５万５，３４６円となっております

が、これで、もう全部でこれだけということですよね。土地代は、ということでいいんです

かね。 

冨吉都市建設課長 

本年度、槝之浦深田線においては、本年度に池沼の部分がありました、あそこの部分につ

いては本年度の、２８年度に購入する予定であります。以上です。 

渡辺久治委員 

  そしたら池沼は除いた分ということですか。 

冨吉都市建設課長 

  はい、そういうことです。 

渡辺久治委員 

  ちょっと教えてください。私、不勉強で申しわけないんですけれども、土地評価業務委託、

２５９万１千円、これってこの土地評価業務委託っていうのはどんなこと、費用になるんで

すか。 

冨吉都市建設課長 

それぞれの土地についての評価をしていただいて、国の会計検査というものを受けますの

で、どうしてもそういう中ではですね、きちっとした価格で、お互いにやり取りをした金額

というのが普通なんでしょうけど、やはり阿久根市という部分の中の土地の価格というのを

きちっと求めてもらうための委託であります。 

渡辺久治委員 

  ということは、土地の評価を決めるために、かかったお金ということですね。ということ

は、７５万５千円を決めるために、２５０万かかったということですね。とういうことです

ね、はいわかりました。 

それとこの事業の工事全体の費用というのは、もうわかっているんですかね、大体、これ

から工事が入ると思うんですけど。 

冨吉都市建設課長 

すいません、計画事業費は幾らかということはちょっと覚えてませんけど、全体的に言え

ばその年、その年に発注をかけていきますので、全体予算では２億ぐらいだったというふう

に思っているんですけど、実際の金額はちょっとわかっていないところです。すみません。 

渡辺久治委員 

  大体２億くらいということで認識しておけばいいですね。 

  そして、今回のこの事業には少し関わらせてもらったもんだから聞くんですけれども、事

業用地の購入とかですね、そういうのがうまくいかなくて、いけないとかそういう理由で、

頓挫している事業というのは結構あるんですか。 
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冨吉都市建設課長 

そういうことはあります。はい。 

[渡辺久治委員「はい、わかりましたありがとうございます」と発言あり] 

牟田学委員長 

  はい、ほかにありませんか。 

山田勝委員 

  先ほど、野畑委員のですね、入札指名についてこういろいろ話をしましたけれどもね、私

はこういつも思うんですよ、この阿久根市の業者ができない根拠をね、例えば、野畑委員な

んか測量、設計というのはプロですね、こういう方々が言ってるのにですね、阿久根市の業

者ができない根拠というのをね、はっきりしてくれないと、どういう根拠なのかとかですね、

例えば、入札結果を見てもですね、どうしてもこれはおかしいよねというのがあるんですよ

ね、一般住民、私どもから考えれば、ですから、きょうはここで、あす総括の中でお尋ねし

ようと思っているんですけどね、ただ、例えば財政課とか、副市長、市長のところについて

はですね、こういう事業は、事業課がですね、ここの事業者でないとできませんよという、

あれをばやったらですね、何ですか、上げたらですね、上にね、そのまま行くんじゃないか

という気がするんですがね、だから、いつも思っているのは課長が変わったり、担当が変わ

ったりすれば指名業者は変わってくることもあるんですよ。ですから、基本的にはやはりね、

阿久根市の経済を上げるためには、阿久根市のトータルで生活をよくするためには、活性化

するためには、市内の業者の方々、市内の方々が働いてそこに税金を還元することが活性化

につながると思ってるんですが、基本的な考えを課長教えてください、あなたの。 

冨吉都市建設課長 

今、山田委員が言われたとおりですね、阿久根市でできる分については、阿久根市にお願

いするということで考えています。以上です。 

山田勝委員 

  ということであればですね、この指名、あるいは入札結果に基づく指名のあり方とか、あ

るいは私ども住民の考え方からすれば、こうあって欲しいとかというのはですね、あしたも

う一遍話をしましょう。以上です。 

牟田学委員長 

はい、ほかにありませんか。 

 [「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、認定第１号中、都市建設課所管の事項について、審査を一時中止いたします。   

（都市建設課退室、スポーツ推進課入室） 

 

牟田学委員長 

次に、認定第１号中、スポーツ推進課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を

求めます。 

堂之下スポーツ推進課長 

平成２７年度、一般会計の決算について、スポーツ推進課所管について御説明いたします。

まず、初めに、平成２７年度中の新規事業や、事業執行による行政効果等について、主要事

業の成果説明書に基づき、御説明申し上げます。 

成果説明書の１２０ページをお開きください。保健体育総務費の事業では、第３２回ボン

タンロードレース大会は２，１８３人の参加を得て開催いたしました。他市の大会と同時開

催となり、一般の参加者が前回より減少したところでございます。１２１ページをお願いし

ます。男子２６回、女子２３回阿久根市長旗九州選抜高校駅伝競走大会は、男子２１校、女

子１７校の参加を得て開催いたしました。県内からは男子６校、女子４校参加し、地元鶴翔

高校男子も出場し、健闘いたしました。その下に移りまして、体育施設費の修繕になります

が、総合体育館吸収冷温水機ケーシング修繕を３２４万円で実施しました。総合体育館は平
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成６年に建設され、同時に空調設備も完備されました。その空調設備の上屋であるケーシン

グが経年劣化により、破損状況にあり、雨水が流れ込み電気系統等に不都合が生じる可能性

があり、その交換作業を行ったものであります。１２２ページに移りまして、阿久根市Ｂ＆

Ｇ海洋センタープール用備品を、５７７万２千円で購入いたしました。Ｂ＆Ｇプールは、平

成２６年度に大規模改修を実施し、これに伴い、小学生の低学年でも利用できるプールフロ

アー等を購入したものであります。 

以上で、成果説明書での説明を終わり、次に、歳出の主なものについて、歳入歳出決算事

項別明細書と決算に関する説明書に基づき御説明いたします。事項別明細書は６６ページ、

決算に関する説明書は６３ページをお開きください。１０款教育費、６項保健体育費、１目

保健体育総務費は、予算現額１，６４８万８千円に対し、１，４５８万２，８５７円の支出

済額であり、執行率は８８．４５％であります。１節報酬は、スポーツ推進委員１４名の報

酬であります。１９節負担金補助及び交付金の支出済額１，２１７万２，３４９円は、説明

書備考欄に記載のあるとおり、出水地区体育協会連絡協議会ほか５件の負担金と、阿久根市

スポーツ少年団育成補助ほか１１件の補助金であります。第３２回ボンタンロードレース大

会は、悪天候の中、参加者２，１８３名で、平成２６年度より４１３人少ない参加となりま

した。近年、健康志向によるジョギング愛好者の増加と、申し込みがインターネットで可能

となることから、その手軽さもあり、市外の一般参加者が増加傾向にありましたが、他市の

マラソン大会と同日開催となり、減少しました。市外から多くの参加者があり、スポーツを

通じた経済・交流人口の増大を目指し、市内の特産品を一堂に集めた特産品フェアも同時に

開催しました。男子第２６回・女子第２３回阿久根市長旗九州選抜高等学校駅伝競走大会は、

全国でもトップクラスの九州の強豪チームが一堂に集う男子２１校、女子１７校の参加を得

て、総合運動公園を発着としたコースで行われました。男子の優勝は佐賀県の鳥栖工業高校、

女子は県内の神村学園高等学校でした。県内からは男子６校、女子４校参加し、地元鶴翔高

校男子も出場し、１５位と健闘しました。地元選手の競技力向上と合わせ、小・中学生や陸

上競技者へ夢や希望を与えています。２目体育施設費は、予算現額４，６４９万８千円に対

し、４，３８８万３９１円の支出済額であり、執行率は９４．３７％であります。１１節、

需用費の支出済額１，５９９万７，４２１円は、体育館・陸上競技場などの電気水道料等の

光熱水費や、総合運動公園多目的雨天屋内運動場修繕、総合体育館アリーナ空調機修繕、い

こいの広場外灯修繕料が主なものであり、不用額は、光熱水費の節約による残が主なもので

あります。次に、事項別明細書は６７ページをお開きください。１３節委託料の支出済額２，

７０９万９，７４５円は、グラウンドほか芝生除草管理業務ほか１２件の委託料であり、そ

のうち総合運動公園施設等管理運営業務を阿久根市体育協会に１，０８１万６，８８６円で

委託したものであり、不用額は１２件の入札執行残でございます。１９節負担金補助及び交

付金の支出済額５千円は、鹿児島県体育施設協会の分担金であります。決算に関する説明書

は６４ページをお願いいたします。３目海洋センター管理費は、予算現額１，４３７万８千

円に対し、支出済額１，３８９万８，１１２円で、９６．６６％の執行率です。説明書６４

ページのほうですが、７節賃金の支出済額１１３万１千円は、Ｂ＆Ｇ海洋センタープール監

視アルバイトで、当初は、夏休み期間中の予算でありましたが、市民の要望等もあり、９

月・１０月の２カ月延長して一般開放を行い実施をしたものでございます。８節報償費は、

水泳教室の指導者謝金が主なものでございます。１１節需要費は、Ｂ＆Ｇ体育館及びプール

の光熱水費が主なものであり、不用額は、その執行残でございます。１３節委託料の支出済

額１４３万２，０４０円は、Ｂ＆Ｇプールリニューアルオープン式典時講演会等業務６０万

８千円、Ｂ＆Ｇ体育館及びプールの白蟻駆除業務５７万２，４００円ほか１件の委託料が主

なものでございます。１８節備品購入費の支出済額５７７万１，５２０円は、Ｂ＆Ｇプール

建設から３０年以上が経過し、施設設備の老朽化が進んでいたため、平成２６年度に大規模

改修を実施した。また、プールは日本水泳連盟の公認プールとして認定を受けたところでも

あります。これに伴い、プールが深くなり、毎年行っている小学生の水泳教室を行うには危
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険などが伴い、それに一般開放においてもプール内でウォーキング等される利用者に支障な

どがあることから、プールフロアー、プールカバーシート、コインロッカー、時計等を購入

し、施設設備の充実と利用者の安全管理と快適なスポーツ環境の整備が図られたところでご

ざいます。 

以上で、歳出に関する説明を終わり、続いて歳入についての説明に入ります。歳入は、決

算に関する説明書で御説明いたします。決算に関する説明書の１１ページをお開きください。

１２款使用料及び手数料、１項７目教育使用料の備考欄に掲載してあります、保健体育使用

料の収入済額４５９万５，４７０円のスポーツ推進課所管分は、備考欄の学校給食センター

占用料を除いた４５９万４，３７０円で、総合運動公園及び海洋センターの施設使用料及び

夜間照明料でございます。説明書は２１ページから２２ページになります。１９款諸収入、

５項４目雑入、２０節雑入の収入済額１億５，１４９万６７１円のうち、スポーツ推進課所

管分は、１３６万４，７７０円であります。主なものは、説明書の２２ページ、雑入の備考

欄、下から５行目、地域海洋センター水泳教室参加料１２万９，６００円は、「チャレンジ

アップスイミング」として実施した水泳教室に参加した、小学２年生から６年生までの１４

４名分の参加料であります。一番下の行です。総合運動公園自動販売機電気料６１万８，６

９７円は、総合運動公園内に設置してある１６台分の自動販売機電気使用料でございます。

２２ページの備考欄中ほど上から１２行目になりますけど、総合運動公園事務所光熱水費２

２万５，１１３円は、運動公園施設管理業務を委託している体育協会の事務所の電気・水道

料であります。その下のＢ＆Ｇ体育館光熱費７万３，３２０円は、阿久根市学童クラブガッ

ツに貸与していたＢ＆Ｇ体育館の事務室と会議室の電気・水道使用料が主なものでございま

す。同じくその下、ちょうど中ほどですけれども、原子力立地給付金１６５万２，７２４円

の内、スポーツ推進課所管分は２９万９，２８０円であり、所管する総合運動公園施設など

に対する給付金であります。 

以上、歳入歳出決算につきまして説明を終わりますが、答弁につきましては私、もしくは

課長補佐でお答えいたしますので、よろしくお願いいたします。 

牟田学委員長 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

竹原信一委員 

えっと、今さらなんですけど、スポーツ推進課の設置目的を教えてください。 

堂之下スポーツ推進課長 

御存じのとおり、スポーツ推進課は平成２８年４月になってからできた課でございます。

その前は、生涯学習課のスポーツ係として、生涯学習課の中で、活動してきていたところで

すが、その前まで、本年でいうと３月３１日までは、体育協会に委託をしていたわけですけ

れども、やはり、委託をする中で、現場を抱えている施設というか、課であろうというふう

なことを考えます。そうした時に、先ほど説明にも申し上げましたけれども、施設そのもの

が、こうだんだん老朽化をしてくる。そうする中で、ここを修繕したらとか、あそこをよく

したらとかというのは、やはり、直接的に市が管理するほうがベターではないかということ

でスポーツ推進課が立ち上がったのではないかというふうに考えております。         

竹原信一委員 

それ、設置目的ではないですよね。自分ところの、推進課の任務をわかっていなければい

けないはずですよね。 

堂之下スポーツ推進課長 

そのほかには、この中でも平成３２年に国民体育大会が開かれます。その国民体育大会に

向けての準備というのも大事な業務ではないかというふうに考えているところです。今申し

上げましたように、鹿児島国体の開催準備のため、平成１６年から体育協会が委託を受けて

いたんですけれども、それがその業務を廃止をして、体育館の事務室内にスポーツ推進課を

設置をして、国体準備の業務をするために市の直営としたと。 
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竹原信一委員 

私は今あの、阿久根市がスポーツ振興に取り組む理由というのを聞けるかと思ったんです

けれども、どうもそういうところは当てが外れ、いや実はですね、スポーツはいいもんだと

皆さん思っている。ところが同じ野球をしてても清原みたいに薬におぼれてしまう人もおれ

ば、イチローみたいに世界に羽ばたく、精神的にもすごく尊敬されるようになる人もいる。

何が違うかと言うと、金におぼれるかどうかということなんですね。どうも今の課長の説明

などを聞いていくと、商売が繁栄するようにとかですね、いう視点、スポーツとまちの繁栄

を繋げるような視点が非常に強く感じられるんですよ。まず、本来の目的というところをで

すね、この精神性に置かなけゃいけない。そこんところが、いつも、日本のスポーツ業界と

いいますか、そこで失敗しているもんだから、妙なことになっているんですね、人間が体を

壊すほど子供たちにやらせたり、あるいは金のために身を持ち崩す、いろんなことが起こっ

ている。一番大事なことは、施設を管理することではなくて、人間をつくることですよ、ス

ポーツ目的は、そこのところを絶対はずしちゃいけないと思うんですよ。まず、施設が安全

にあるということよりも、安全に使える人間になるということ、そこのところを阿久根市で

は、スポーツのね、振興の点では一番重視しなければいけないことだし、またスポーツの中

でよくあるのはいじめですよ、体罰ですよ。そういったことも学校の現場でも間違っておる、

ね。一番大事なところをまず取り組まないと、そして、商売熱心であっちゃいかんと思いま

すよ。一歩も二歩も商売人には引いてもらわないと、でしょ。そしてそこのところをしっか

りまさにスポーツ振興、推進課ですから、そこを持ったスポーツ推進課でなければ、ついて

いけないというか、子供たちが、自分の信念とかね、良心とかに従う人生になるように応援

する、そういったところを一番、自分たちもですよ、持っとかないかんと思いますよ、よく

考えてやってください、よろしくお願いします。 

牟田学委員長 

はい、ほかに、ありませんか。 

山田勝委員 

体育協会がですね、体育協会に委託していたのが直営でやることによって、具体的にどう

いうふうに変わるわけですか、変わったわけですか。具体的に、特にあなたは課長として今

されてですね、やはり体育協会でしとった頃を引き継いだけれども、こうこうこうだった、

ああだったというようなふうにあなたが感じたことをおっしゃってください。 

堂之下スポーツ推進課長 

先ほど、竹原委員のほうからもちょっと御指摘があったわけですけれども、今、山田委員

の御質問で申し上げますと、最初感じたのは、施設全体が手があまりよく届いてなかったと

いうふうに感じたところでございます。例えば芝の管理にしたりとか、あるいは体育館の前

にボンタンロードですけど、ボンタンの木がこう生えているんですけど、そういうこととか、

あるいはお客様方が車を停められるところの駐車場の整備とか、清掃とか、やってはいたん

でしょうけれども、もうちょっとこう清潔にきちんと整備できてたらなというふうに感じた

ところです。 

山田勝委員 

あくねボンタンロードレースはですね、県下の中でも先駆けて、もう３３年ぐらいになり

ますよね、ことしでね、３３年ぐらいになる阿久根の、当初は山下でありましたよ、ボンタ

ンロードレースが、私も１回か２回走ってみました。そして、それまではですね、あまりや

っているところはなかったんですよね、ボンタンロードレース大会をやっているところは県

下でもそうたくさんじゃなくて、長島も出水もそんなにこう記憶ないんですが、やってなか

ったんですよ。その後、たしか多い時には３，０００人ぐらい集めてですね、阿久根が賑っ

てました。あわせてその産業、特産品も売れて、それよりも特産品が売れることもだけれど

も、特に振る舞いをですね、生活改善グループの人とか、芋をふかしたり、あるいはイワシ

を焼いたりしてですね、振る舞われたあのやはりおもてなしの気持ちがですね、私は阿久根
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のボンタンロードレースをね、非常に大きくしたというふうに思っているんですよ、ですか

ら今でもですね、今、こういう形で出水でもある、長島もずっとこうある中でもですね、２，

５００人ぐらいをこう保っているということはすごいなと実は思ってます。すごいなと思っ

ているんだけど、今あなたが言われるように、例えば番所丘公園も同じですよ、管理が行き

届いていない、せっかくやってるのに、特に総合体育館の裏の雨の降った時にはじゃぶじゃ

ぶですよ、あんなところはないです、恥ずかしくてものが言えない。やはりそういうところ

に目配りをしながらですね、きれいなものにしていかないかんと思う。だからスポーツ振興、

観光ですからね、スポーツをして、結果として人が集まって、人が集まってくれればいいで

すよ、その分だけね、もうかる人もいるんだから、それは十分していいと思いますよ。だか

らそういう中で、私は今申し上げましたその体育館の裏のですね、舗装工事とか、あるいは

ボンタンの時の管理というのは具体的にどういう具合にしたんですか。今後の見通しとか。 

堂之下スポーツ推進課長 

まず、体育館の裏側につきましては、今後整備をする、運動公園というスタンスのほうか

ら整備が進められていくというふうに聞いております。それからボンタンについては、ボン

タンだけではないんですけれども、落ち葉であったり、落葉樹が結構あるもんですから、適

宜、嘱託職員及び臨時職員等に整備をするように、掃除をするようにということで指示をし

ているところでございます。 

山田勝委員 

私は、スポーツイコール、スポーツ観光という位置づけをしているもんですからね、あわ

せてあの屋体で産業祭があったり、いろんな行事があったりする。裏から人が入ってくる、

あの裏の道路なんていうのはね、もうあれは道路やんかでや、昔のおくゎんです。ですから、

この付近はな、早急にやっぱりね、私はちゃんとしないと見苦しいですよ、いろんな人が来

るのに。だからことしの予算にも載っていない、来年はどうなのか。だからその付近はね、

勇気を持ってやはり折衝せないかんと思いますよ。スポーツ公園、何公園じゃと言ってもで

すね、阿久根市のあなたの担当ですから、ぜひしてください、どう思いますか。 

堂之下スポーツ推進課長 

順次整備を進めて参りたいと思います。 

山田勝委員 

早く予算を上げてください。喜んで賛成しますから。それからもう一つですね、プールで

すか、プールを公認のプールにしたということで、いろんな大会が行われているみたいです

けど、具体的にどういう大会が行われているんですか。 

柳原課長補佐 

水泳協会のですね、昔、亡くなった濱﨑敬和さんの大会ということであって、敬和杯とい

うことで、阿久根大会が５月の末だったと思うんですが、４月の末か５月の末に開催されて

おります。それは毎年、今、行われております。それにプラスことしは、御存じのとおり県

民体育大会の水泳大会が開催をされました。それと、今、鹿児島あたりから、少年団関係等

もですね、うちのプールに来て合宿等も行っている状態であります。以上です。 

山田勝委員 

今、私もたまたまね、行ってみたことがあるんですよ、大会のある日にですね、いやこれ

はすごいなと思いましたよ、ですから、そういうスポーツ大会の受け皿づくりをですね、や

はりやる必要があるのではないかと思いますよ、あそこで、もちろん今サッカーのパルティ

ーダの話もよくしていますけどね、ああいうふうにですね、受け皿づくりをすれば、阿久根

市も活性化するという気がするのでね、申し上げるんですが、そういうのも具体的にね、私

は取り組んで欲しいと思いますよ。いかがですか、柳原補佐。 

柳原課長補佐 

今度ですね、先ほどからありますように、直で課長から話がありましたけれども、今年度

からスポーツ推進課ということで、課を国体準備も含めまして、市の課を新設されましたの
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で、今後施設整備をしながらですね、いろんな競技の合宿、その他について前向きに考えて

いきたいと思っております。 

山田勝委員 

国体では阿久根の会場はボクシング会場だということなんですが、ボクシング会場に向け

ての準備は去年からされている、ことしからされているんですか。 

堂之下スポーツ推進課長 

ボクシング会場につきましては、現時点ではいまだ内定という形でしか、こう御報告でき

ないわけですけれども、決定を待ってからということでは後手に回るもんですから、まず動

いたのは昨年の８月２１日に準備委員会の発起人会というのを開催しております。本年度中

には準備委員会もまた開催しながら国体に向けての動きを進めてまいりたいと考えています。 

山田勝委員 

後から後悔することのないようにですね、積極的に取り組んで欲しいと思います。以上で

す。 

牟田学委員長 

はい、ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、認定第１号中、スポーツ推進課所管の事項について、審査を一時中止いたしま

す。この際、暫時休憩します。 

（スポーツ推進課退室） 

 

（休憩 １５：０６～１５：１５） 

 

（水道課入室） 

牟田学委員長 

休憩前に引き続き委員会を開催いたします。次に、認定第１号中、水道課所管の事項につ

いて審査に入ります。課長の説明を求めます。 

中野水道課長 

認定第１号、平成２７年度阿久根市一般会計の歳入・歳出決算のうち、水道課所管に係る

事項について、決算に関する説明書及び事項別明細書により、御説明申しあげます。初めに

歳入に係る事項については、該当がありませんでした。 

次に、歳出について、御説明いたします。決算に関する説明書は、４２ページ、事項別明

細書は、４１ページをお開き願います。４款衛生費、３項１目上水道費の予算現額４，７６

０万円に対し、支出済額は４，４７８万３千円で、不用額は、２８１万７千円であり、執行

率は、９４．０８％であります。不用額は、工事の尻無系電気計装を再検討したこと、これ

に伴う導水送水管布設の設置位置を見直したことが主なものであります。内訳としましては、

２８節、繰出金は、繰出基準に基づいた額のルール分４，４１１万３千円、児童手当分１２

万円の繰り出しであります。以上で、認定第１号についての説明を終わります。 

なお、質疑に関する答弁につきましては、私もしくは担当係長が行います。よろしくお願

い申し上げます。 

牟田学委員長 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 [「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、認定第１号中、水道課所管の事項について審査を一時中止いたします。 

 

○認定第３号 平成２７年度阿久根市歳入歳出決算認定について（簡易水道特別会計） 

牟田学委員長 

  次に、認定第３号を議題とし、審査に入ります。課長の説明を求めます。 
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中野水道課長 

認定第３号、簡易水道特別会計について、決算に関する説明書及び事項別明細書により御

説明申し上げます。初めに歳出から御説明申し上げます。決算に関する説明書は、１８ペー

ジ、事項別明細書は、２２ページをお開きいただき、歳出合計の支出済額の欄をごらん願い

ます。平成２７年度、簡易水道特別会計における歳出の支出済額は、３億５，７０９万４，

８５４円であり、予算現額３億７，４６９万６千円に対する予算残額は、１，７６０万１，

１４６円であり、執行率は、９５．３％であります。翌年度繰越額１，４５３万５，３８１

円となっております。決算に関する説明書は、１７ページ、事項別明細書は、２１ページに

お戻り願います。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額９，１８０万１

千円に対し、支出済額は、７，５４７万２，９７０円であり、不用額は１，６３２万８，０

３０円で、執行率は８２．２１％であります。内訳を申し上げます。１節報酬、支出済額１

７２万９３２円は、簡易水道事業に係る事務補助等の嘱託員、１名分の報酬であります。２

節給料、３節職員手当、４節共済費、職員２名の人件費が主なものであります。給料と共済

費の予算残は人事異動によるもので、職員手当などの予算残は時間外手当が少ないことが、

主な理由であります。７節賃金、予算現額１４万円に対し、執行済額６万３千円は、大雨等

による水源地応急作業員の賃金であり、不要額の７万７千円は、雨天が少ないことによる執

行残が主なものであります。８節報償費、執行済額２４万３，９５０円は、水道料金の徴収

等に伴う区長への謝金であり、１０万６，０５０円の不用額は、区徴収実績による執行残で

あります。９節旅費、予算現額３１万４千円に対し、執行済額１４万４，６２０円は、研修

出張旅費が主なものであります。１１節需用費、支出済額２，２６５万４６３円は、市内の

４簡易水道事業に係る電気料１，２１５万２，５７８円、漏水修理及び機械設備等の修繕費

８８３万１，０４７円、脇本地区簡易水道県道脇本赤瀬川線脇本調剤薬局給水管修繕費４９

万９，５００円が主なものであり、不用額の８５２万２，５３７円は、消耗品、光熱水費、

修繕料等の執行残が主なものであります。１２節役務費、支出済額１，１２２万８，７９０

円は、郵便料、電話料等の通信運搬費１４４万８，５２６円、水道賠償責任保険料、口座振

替手数料、８５万９，２１３円、水質検査料等の役務費８３４万３千円、漏水調査３５万９，

６４０円が主なものであります。不要額の３４０万３，２１０円は、水質検査の臨時再検査

が不要であったことに加え、緊急時の漏水調査が少なくて済んだことが主な要因であります。

１３節委託料、支出済額２，４１２万６００円は、４簡易水道施設の管理及びメーター検針

１，８８８万８千円と公営企業法適用に係るアドバイザリー等業務委託３４９万２，７２０

円と計装設備保守点検業務委託分の１２９万６千円が主なものであります。１４節使用料及

び賃借料、支出済額５０万４，５４３円は、台風１２号と１５号による発電機リース代３２

万７，０２４円が主なものであります。１６節原材料費、支出済額５５万３，１３０円は、

漏水修繕等の材料購入に係る経費であります。１７節公有財産購入費、支出済額４万５，７

９２円は、出水市から給水していた筒田地区の計測機器類購入に係る経費であります。１８

節備品購入費、支出済額１４４万１，１９０円は、車両購入１３５万９，２４０円と残留塩

素量計測器購入８万１，９５０円に係る経費であります。１９節負担金補助及び交付金、支

出済額４７万５，５００円は、鹿児島県水道協会への負担金と水道料金システムサポート負

担金が主なものであります。 

続きまして、２款１項１目簡易水道施設整備事業費は、国庫補助事業である大川尻無地区

簡易水道施設整備事業及び中部地区簡易水道施設整備事業、黒之瀬戸簡易水道施設整備事業

に係る経費であり、予算現額１億９，６２２万６千円に対し、支出済額は、１億９，６２２

万２，６１４円であり、執行率は、１００％であり、不用額は３，３８６円であります。９

節旅費、支出済額２万１，８００円、１１節需用費、支出済額４９万６，８１４円は事務費

であります。１３節委託料、支出済額９７５万２，４００円は、大川尻無地区、中部地区、

黒之瀬戸簡易水道に係る実施設計の委託料であります。１５節工事請負費、支出済額１億８，

５９５万１，６００円は、大川尻無地区、中部地区、黒之瀬戸簡易水道における電機計装・
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導水管送水管配水管布設等の工事請負費であります。平成２７年度末の事業進捗としまして

は、大川尻無地区が１００％、中部地区が４％、黒之瀬戸地区が８４％であります。なお、

詳細につきましては、別紙、主要事業の成果説明書の１２４ページから１２８ページの参照

をお願いいたします。 

次に、３款１項公債費、予算現額８，５６６万９千円に対し、支出済額は８，５３９万９，

２７０円であり、執行率は、９９．６９％であります。１目元金、２３節償還金利子及び割

引料、支出済額６，４８３万６，７６７円は、簡易水道施設整備事業債の償還元金でありま

す。２目利子、２３節償還金利子及び割引料２，０５６万２，５０３円は、同じく利子の償

還であります。平成２７年度末の未償還元金は、１８億４，３６０万円であります。４款予

備費の支出はありませんでした。 

次に、決算に関する説明書は、１６ページ、事項別明細書は、２０ページをお開きいただ

き、歳入合計の収入済額の欄をごらんいただきたいと思います。平成２７年度簡易水道特別

会計における歳入の収入済額は、予算現額３億７，４６９万６千円に対し、調定額は、３億

７，２２５万３，６８５円であり、収入済額は、３億７，１６３万２３５円で予算現額に対

する割合は９９．１８％、調定額に対する割合は９９．８３％であります。決算に関する説

明書は、１５ページ、事項別明細書は、１９ページにお戻り願います。１款使用料及び手数

料、１項使用料、１目水道使用料、予算現額８，７２０万８千円に対し、調定額は、８，７

４２万１，８００円、収入済額は、８，６７９万８，３５０円で不能欠損額２０万３，０６

０円、収入未済額は４２万３９０円であります。１節水道使用料は、調定額８，７４１万３，

８００円、収入済額は８，６７９万３５０円で、徴収率は９９．２９％であります。不能欠

損額２０万３，０６０円の内訳は、過年度１８人の１４１件で、平成１６年度に簡易水道を

引き取って初めて、債権者死亡などの理由により、平成１６年度から平成２２年度の過去７

年間を行っております。収入未済額４２万３９０円の内訳は、現年度分水道使用料が１９３

件の７５名で、３５万７，６２０円、過年度分が５７件の１３名で、６万２，７７０円であ

ります。２節簡易水道施設用地使用料、調定額、収入済額とも８千円で、電話柱の占用料で

あります。２項手数料、１目１節水道手数料、予算現額１７万４千円、調定額、収入済額と

も、２４万１，４００円であり、水道料金の督促や開栓・閉栓等の手数料であります。２款

分担金及び負担金、２項負担金、１目１節給水負担金、予算現額１８７万９千円、調定額及

び収入済額は１８７万９，２００円であり、家屋の新築等に伴う給水設置負担金１９件分で

あります。３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目１節簡易水道施設整備費国庫補助金は、

予算現額、調定額、収入済額とも５，１１８万円で、執行率は１００％であります。５款繰

入金、１項１目１節一般会計繰入金、予算現額４，８２１万５千円は、補正額６，４３０万

５千円の減額は国庫補助事業の内示額の減額に伴うものに消火栓維持管理費、１５３基の４

５万９千円、消火栓設置負担金、２基の７０万円、児童手当分の１２万円を含みまして、調

定額及び収入済額は４，５３９万２千円であり、執行率は９４．１４％であります。繰入金

は繰入基準のルール分に基づいて算出された額であります。６款１項１目１節繰越金、予算

現額２，８９８万２千円で、調定額及び収入額は、２，８９８万２，８０５円であります。

７款諸収入、１項１目市預金利子、１節預金利子、予算現額１千円で、調定額及び収入額と

もに０円であります。２項１目１節雑入、予算現額１，３８５万７千円で、調定額及び収入

済額とも１，３９５万６，４８０円であり、消費税及び地方消費税還付金１，３７５万４，

１８０円が主なものであります。８款１項１目市債、１節簡易水道施設整備事業債、予算現

額１億４，３２０万円で、調定額及び収入額ともに１億４，３２０万円であり、大川尻無地

区、中部地区、黒之瀬戸簡易水道施設整備事業費に係る財政融資資金であり、全て簡易水道

事業債であります。 

以上、認定第３号についての説明を終ります。なお、質疑に関する答弁につきましては、

私もしくは担当係長で行います。よろしくお願い申し上げます。 

牟田学委員長 
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課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

竹原信一委員 

  債権といいますか、お金を借りているその金利がちょっと高いんじゃないかという気がし

たんですけれども、年利何％で借りてるんですか。借り換えも検討すべきだと考えますがい

かがでしょう。後でもいいよ。 

牟田学委員長 

はい、ほかに。 

山田勝委員 

  竹原委員は優しいから後でもいいよと言うけど、こんなのわかっとらんほうがおかしいよ

な、本当は。さて、ちょっとお尋ねしますけどね、私は、この決算書を見とってですね、こ

うふと思ったんですけどね、工事請負費１億８，５９５万１，６００円の支出済額です。不

用額は４０万円です。これは何ですかっていったら、恐らく入札残だと思いますよね。これ

をね、パーセントを出してみればですね、残りが０．０００００２％です。建設から何から

ですね、０．２５とか、０．１とかあるんですが、これはもうおかひかと思わんけ。できレ

ースやんかんや、課長。競争、ちゃんとした競争入札が行われているんですか。 

中野水道課長 

行われていると思います。すいません、当初、一番最初に当初予算でいただいた予算額の

中で、２７年度も内示で、国の内示のほうが満額で来なくて、たしか７２％来まして、その

まま補正が、国の追加補正が来るかもしれないということで、減額補正をしないまま、最終、

３月まで待った結果、残額が残ったという形での、金額が４０万ということです。（７日、

開会後訂正あり） 

山田勝委員 

  そしたら７５％で１００％の事業を７５％でやったということですか、あなたがいう計画

は。 

中野水道課長 

すいません、２７年度、１００％でするつもりが、７５％でしか来なかったもんですから、

とりあえずまだ事業年度が２８年度も残っておりましたので、その分については２８年度に

回すということで、本年度は、補正も来なかったもんですから、７５％の執行を行った中の

４０万円の残りということです。 

山田勝委員 

  なら、７５％、７５％の予算で、前年の計画の１００％仕事をしたのではないわけですね。 

中野水道課長 

平成２６年度までは、補助申請する中ではいつも１００％、内示も１００％でずっと来て

たんですが、平成２７年度から７２％でしか来なくなった関係で、とりあえず、２８％分の

残りについては、先ほども申し上げましたが、国の補正の要望希望がある時に、備えるため

に、ことしの３月まで待っていたという状況で金額を調整したところです。 

山田勝委員 

  水道課はね、水道課は指名、入札については特権を与えられているからね、この件につい

てはまた後で話をしますけれども、一応私は単なるそういう、単なる頭の、知恵のなか人の

疑問で言いましたから、わかりました。さて、そこでですね、私はもう何遍となく、大渕川

とですね、松ヶ根の簡易水道に取り組む話をしているんですが、その後どうなっているの。 

中野水道課長 

大渕川、松ヶ根地区の共同につきましては、平成２８年度新水道ビジョン基本計画及びア

セットマネジメント策定業務委託を５月より着手しておりまして、上水道のほうで、その中

で２８年度内での簡易水道への給水計器への取り組みにおきまして、まず６月８日に両地区

の役員の協力のもと現地調査を行いまして、配水池及び水源地への位置、施設概要等の確認

をして、取り組みに向けて行っているところです。 
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山田勝委員 

  取り組むことに前向きにちゃんと取り組んでおりますということですか。 

中野水道課長 

はい、その通りです。 

山田勝委員 

  もう何遍となく言いますけれどもね、こういうのはおはんたちがしやればすっとなじゃ始

まらないんですよ、できない人やったっで、松ヶ根にしろ、大渕川にしてもね、条件を整え

て持ってきやれば認定しますよ、ちゃんと通りますよって、できやれんしやったっで。だか

らあなた方の力が必要だと私は言っているわけで、そういう中でちゃんと取り組んでいると

いうことであればですね、一応了解しました。 

中野水道課長 

すいません、先ほどの竹原委員からの利子ですが、簡水債が３０年で、過疎債１０年とい

うことの中で、０．５％から２．３％の利子です。 

竹原信一委員 

  借り換えの可能性についてを、検討はしないんですか。 

中野水道課長 

今のところまだ検討に入っていないところです。 

竹原信一委員 

  一応調べてみてもいいんじゃないですかね、そしてできればやるというのは、これは当た

り前の作業ですから、やってみてください。 

中野水道課長 

はい、わかりました。 

牟田学委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、認定第３号について、審査を一時中止いたします。 

ここでお諮りいたします。本日の審査はこの程度にとどめ散会したいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり]  

御異議なしと認め、本日はこれにて散会をいたします。あすは午前１０時より再開いたし

ます。 

 

 

（閉 会  １５時３９分） 

 

決算特別委員会委員長   牟 田  学 

 


